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鉄道は「人と環境にやさしい交通機関」として知られていますが、さらに環境負荷を軽減しようと、
省エネルギー機器の導入などさまざまな対策を実施しています。
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西武鉄道
　

西
武
鉄
道
株
式
会
社
で
は
、
昨
年
の
12
月
３

日
よ
り
、
西
武
秩
父
線
の
吾
野
・
正
丸
そ
れ
ぞ

れ
の
変
電
所
に
（
財
）
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所

が
開
発
し
た
最
新
の
「
環
境
配
慮
型
蓄
電
装
置

（
電
気
２
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
を
用
い
た
回
生
電
力

貯
蔵
装
置
）」
を
国
内
で
初
め
て
導
入
、
運
用
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
環
境
配
慮
型
蓄
電
装
置
」
の
特
徴
は
、

活
性
炭
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
を
主
原
料
と
す

る
電
気
２
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
を
採
用
、
従
来
の

リ
チ
ウ
ム
や
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
な
ど
を
使
っ
た
蓄

電
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
、
リ
サ
イ
ク
ル
性
が
高
く
、

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
仕
様
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
寿
命
が
長
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
も
、大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

西
武
秩
父
線
の
運
行
車
両
を
す
べ
て
回
生
ブ

レ
ー
キ
車
に
切
り
換
え
た
場
合
、
２
変
電
所
の

Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
は
最
大
で
１
６
５
ｔ
／
年
、
省
電

力
は
４
０
０
Ｍ
Ｗ
ｈ
／
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
一
般
家
庭
の
消
費
電
力
に
換
算
す
る
と

１
１
５
軒
分
／
年
に
も
相
当
し
ま
す
。

【環境配慮型蓄電装置】

鉄道車両は、駅等でブレーキをかけるときの運動エネルギーを電気エネルギーに変換し、架線を経由して、ほかの
車両に電力として供給する「回生ブレーキ方式」を採用しています。これにより省エネルギーに貢献しますが、電
気エネルギーは溜めることができないので、ほかの電車がないとき、電気エネルギーは熱エネルギーとして消費さ
れることになります。

回生ブレーキ車の省エネルギー効果

■過密線

■閑散線

■閑散線

蓄電装置導入後蓄電装置導入前

蓄電装置の導入で、西武秩父線でも省エネルギー効果の高い
回生ブレーキ車を運行できるようになりました。

運行本数が少ない西武秩父線では、回生ブレーキ車の運行が
適さないため、旧式の発電ブレーキ車を運用していました。

蓄電装置に吸収された電力と
変電所からの電力で走る。

変電所

変電所
止まる時の電気エネルギーを架線に戻すが、
閑散線のため、付近の電車が電気を
吸収する前にエネルギーが消滅。 変電所の電力で走る。

止まる時の電気エネルギーを
蓄電装置に戻す。

間隔が長い。

変電所
止まる時の電気エネルギーを
架線に戻す。

前の電車からの電気エネルギーと
変電所からの電力を使い走る。
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みんてつだより　　環境への取り組み①

西武鉄道「環境配慮型蓄電装置」
基調報告�　　鉄道の未来学

地方鉄道と持続可能なまちづくり
●和歌山大学 経済学部准教授　辻本勝久

連載�　　リレーエッセイ

「ロマンスカーの旅」
●作家　三浦しをん

連載�　　鉄道と映画

「今夜、列車は走る」
●財団法人運輸政策研究機構 会長　羽生次郎

連載�　　民鉄紀行

京浜急行電鉄
●脚本家　田中ひろみ

連載�　　大正・昭和の鳥瞰図絵師　吉田初三郎の世界

目黒蒲田電鉄東京横浜電鉄沿線名所案内
●首都大学東京非常勤講師　藤本一美

三位一体で
地域に根ざした鉄道をつくる。
●近畿日本鉄道株式会社 取締役副社長 鉄道事業本部長
　（養老鉄道株式会社 取締役社長）野口満彦

特集／大手民鉄 支線存続の取り組み
［近鉄伊賀線・養老線 上下分離による新たな出発］

空港線［京急蒲田～羽田空港］
大師線［京急川崎～小島新田］

鉄道は、
地域みんなで支える。
●近畿日本鉄道株式会社 鉄道事業本部 企画統括部 計画部 課長
　佃　侑壱郎
●伊賀鉄道株式会社 取締役 鉄道営業部長
　宇津井隆男

鉄道事業者任せではなく、
地域の甲斐性で助け合いたい。
●伊賀市長　今岡睦之

地方鉄道の再生･活性化を
総合的に支援
「鉄道事業再構築事業」の新設
●国土交通省 鉄道局 都市鉄道課長　濱　勝俊

横浜駅・点字マップ作成による
〝まちのプロモーション事業＂
●相模鉄道株式会社 鉄道カンパニー事業統括部 事業統括課長　小川昌夫

第1回

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立され、72 社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、もって国民経
済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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１
．
は
じ
め
に

２
０
０
０
年
３
月
の
鉄
道
需
給
調
整
規
制

撤
廃
か
ら
08
年
５
月
ま
で
に
廃
止
さ
れ
た
鉄
軌

道
は
29
路
線（

１
（

、約
６
０
５
㎞
に
上
っ
て
い
る（
以

下
で
は
鉄
道
と
軌
道
を
合
わ
せ
て
鉄
道
と
表
記

す
る
）。東
京
か
ら
兵
庫
県
の
明
石
ま
で
に
相

当
す
る
鉄
路
が
、わ
ず
か
８
年
間
で
消
え
て
い
っ

た
こ
と
に
な
る
。地
方
の
鉄
道
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、鉄
道
に
は
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
中
心
と
し
て
の
大
き

な
役
割
が
あ
る
。本
稿
で
は
、
地
方
の
鉄
道
と

ま
ち
づ
く
り
の
現
状
を
概
観
し
た
上
で
、
地
方

の
鉄
道
の
社
会
的
価
値
に
つ
い
て
考
え
、そ
の

維
持
や
活
性
化
に
向
け
た
方
策
を
論
じ
た
い
。

２
．
地
方
の
鉄
道
と
ま
ち
づ
く
り
の
現
状

わ
が
国
で
は
社
会
の
自
動
車
依
存
化
が

着
実
に
進
行
し
て
い
る
。
１
９
６
０
年
に
約

14
・
５
台
で
あ
っ
た
国
民
１
０
０
０
人
あ
た

り
の
自
動
車
台
数
は
、
70
年
に
１
６
９
・
５

台
、
80
年
に
３
２
３
・
４
台
、
90
年
に

４
６
６
・
８
台
、
２
０
０
０
年
に
５
７
２
・
４

台
と
な
り
、
05
年
に
は
５
９
２
・
４
台
に
達

し
た
。
人
キ
ロ
で
見
た
自
家
用
乗
用
車
の
国

内
旅
客
輸
送
分
担
率
は
50
％
を
越
え
、
鉄
道

の
そ
れ
は
30
％
以
下
と
な
っ
て
い
る
。　

こ
の
よ
う
な
中
、
少
子
化
の
進
展
も
あ
っ

て
、
地
方
の
鉄
道
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。２
０
０
５
年
度
に
お
い
て
、

わ
が
国
で
地
方
鉄
道
を
運
営
す
る
事
業
者（

２
（

の

う
ち
、
約
６
割
が
輸
送
密
度
３
０
０
０
人

未
満
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
営
業
損
益
が
黒

字
の
事
業
者
は
約
7
％
で
あ
り
、
輸
送
密
度

３
０
０
０
人
以
上
（
約
65
％
が
黒
字
）
と
の

違
い
が
顕
著
で
あ
る（

３
（

。
ま
た
、
旧
近
畿
日
本

鉄
道
伊
賀
線
や
養
老
線
、
旧
南
海
電
気
鉄
道

貴
志
川
線
（
現
在
は
順
に
伊
賀
鉄
道
、
養
老

鉄
道
、
和
歌
山
電
鐵
）
の
よ
う
に
、
大
手
民

営
鉄
道
の
末
端
区
間
の
中
に
も
、
厳
し
い
環

境
に
置
か
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

社
会
の
自
動
車
依
存
化
と
同
時
に
進
行
し

て
き
た
の
が
、
都
市
の
郊
外
拡
散
で
あ
る
。

多
く
の
地
方
都
市
で
は
駅
前
な
ど
に
形
成
さ

れ
た
既
存
の
市
街
地
が
衰
退
す
る
一
方
、
自

動
車
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
性
に
優
れ
た
郊
外
の

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
商
業
集
積
が
厚
み
を
増

し
、
居
住
機
能
、
業
務
機
能
、
行
政
機
能
、

大
学
機
能
、
医
療
福
祉
機
能
と
い
っ
た
様
々

な
都
市
機
能
も
郊
外
へ
と
移
転
し
た
。
都
市

圏
人
口
55
万
人
を
数
え
る
和
歌
山
市
の
中
心

商
店
街
で
す
ら
、
日
曜
日
の
正
午
過
ぎ
と
い

う
絶
好
の
買
い
物
タ
イ
ム
に
し
て
、
写
真
の

よ
う
な
有
様
で
あ
る
。
中
小
企
業
庁
の
全
国

調
査
に
よ
る
と
、「
衰
退
し
て
い
る
」「
停
滞
し

て
い
る
が
衰
退
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
答
え

た
商
店
街
は
70
・
3
％
に
上（

４
（

る
。

３
．
地
方
の
鉄
道
の
社
会
的
価
値

こ
の
よ
う
に
、
需
要
の
小
さ
な
地
方
の
鉄

道
は
採
算
が
取
り
に
く
く
、
駅
前
な
ど
に
広

が
る
市
街
地
も
閑
散
と
し
た
状
況
で
あ
る
。

採
算
の
取
れ
な
い
鉄
道
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
な

ど
不
要
で
は
な
い
か
、
と
の
早
ま
っ
た
結
論

も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
果
た
す
役
割
と
い

う
観
点
か
ら
地
方
の
鉄
道
や
市
街
地
の
価
値

を
評
価
す
る
な
ら
ば
、
結
論
は
全
く
違
っ
た

も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
持
続
可
能
な
地
域
」
に
は
様
々
な
定
義

が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
宇（

５
（沢

に
倣
い
、

自
然
環
境
の
保
全
と
社
会
環
境
の
安
定
的
維

持
、
経
済
発
展
の
３
つ
を
鼎て

い

立
さ
せ
る
地
域

で
あ
る
と
考
え
た
い
。
そ
の
上
で
自
動
車
に

地
方
鉄
道
と
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

和歌山大学
経済学部　准教授

辻本勝久
Katsuhisa TSUJIMOTO
専門分野：交通政策・交通計画　交通ネットワークと地域の発
展に関する社会・経済的研究を主とする。広島大学博士課程修
了。2003 年より現職。日本交通学会、土木学会、世界交通学
会（WCTR）、日本地域学会、航空交通研究会に所属。

地
方
鉄
道
が
次
々
と
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

存
続
か
廃
止
か
、
揺
れ
る
最
中
の
鉄
道
も
少
な
く
な
い
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
地
域
と
鉄
道
事
業
者
が
一
体
と
な
り
、

新
た
な
「
鉄
道
が
走
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
事
例
も
あ
る
。

鉄
道
は
な
ぜ
必
要
な
の
か―
―

鉄
道
の
そ
の
存
在
価
値
と
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
。

基調報告 26



5 MINTETSU SUMMER 2008

依
存
し
た
拡
散
型
ま
ち
づ
く
り
の
持
続
可
能

性
を
、
ま
ず
環
境
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
）
に
よ
る
と
、
最
近
12
年
間

（
１
９
９
５

－

２
０
０
６
）の
う
ち
11
年
間
は
、

１
８
５
０
年
か
ら
現
在
ま
で
の
間
で
最
も
暖

か
か
っ
た
。
ま
た
、
20
世
紀
半
ば
以
降
に
観

測
さ
れ
た
世
界
平
均
気
温
の
上
昇
の
大
部
分

は
人
間
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
気

中
濃
度
の
増
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
可

能
性
が
非
常
に
高
い（
90
％
以
上（

６
（

）。地
球
温

暖
化
は
生
態
系
に
も
わ
れ
わ
れ
人
間
の
生
活

に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。例
え
ば
海
水

温
度
の
上
昇
は
１
９
９
０
年
代
半
ば
以
降
の

ハ
リ
ケ
ー
ン
発
生
件
数
を
40
％
増
加
さ（

７
（せ

、

異
常
気
象
に
よ
る
２
０
０
０
年
の
死
者
数
は

15
万
人
に
達
し
、こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
30

年
後
に
は
死
者
が
倍
増
す
る
恐
れ
が
あ（

８
（る

。

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
は
、
地
球
温
暖

化
が
水
や
食
料
を
め
ぐ
る
対
立
や
、
数
百
万

人
規
模
の
環
境
難
民
の
発
生
と
移
住
先
で

の
紛
争
等
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
安
全
保
障

上
の
大
き
な
リ
ス
ク
に
も
な
り
、
そ
の
経
済

的
な
コ
ス
ト
は
世
界
全
体
の
国
内
総
生
産
の

20
％
に
上
る
と
し
て
い（

９
（る

。

こ
の
よ
う
な
気
候
変
動
に
自
動
車
依
存
型

の
社
会
構
造
は
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。
わ

が
国
が
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
約
95
・

１
％
ま
で
も
が
二
酸
化
炭
素
で
あ

（
（（
（

り
、
そ
の

う
ち
実
に
17
・
４
％
が
自
動
車
由
来
と
な
っ

て
い
る
（
05
年
度
）。
都
市
の
人
口
密
度
と

１
人
あ
た
り
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
と
の
間
に
は

負
の
相
関
関
係
が
あ
り
、
都
市
が
低
密
に
拡

散
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
環
境
へ
の
負
荷
は
大
き

く
な
る
。
世
界
人
口
の
約（

（（
（

４
・
６
％
を
占
め

る
に
過
ぎ
な
い
米
国
が
、
世
界
の
交
通
エ
ネ

ル
ギ
ー
総
量
の
約
32
・
３
％
を
使

（
（（
（

用
し
、
交

通
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
発
生
量
で
見
て
も
世

界
の
約
35
・
５
％（
02
年
）を
占（

（₃
（

め
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
て
も
、
自
動
車
依
存
型
の
社
会

が
環
境
面
か
ら
見
て
決
し
て
持
続
可
能
と
は

言
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
バ
イ
オ

燃
（
（₄
（

料
の
普
及
促
進
等
の
自
動
車
単
体
対
策
や

交
通
流
対
策
等
も
大
事
で
あ
る
が
、
人
キ
ロ

や
ト
ン
キ
ロ
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

が
少
な
い
鉄
道
の
利
用
促
進
も
同
様
に
重
要

で
あ
る
。

次
に
社
会
面
か
ら
見
て
み
よ
う
。
わ
が
国

の
自
動
車
１
億
走
行
キ
ロ
あ
た
り
の
死
傷
者

数
は
、
06
年
現
在
で
１
４
４
・
８
人
で
あ
り
、

91
年
の
１
２
５
人
を
谷
と
し
て
増
加
傾
向
に

あ
（
（₅
（

る
。
鉄
道
の
１
億
人
キ
ロ
あ
た
り
死
傷
者

数
は
０
・
20
人
（
06
年
度
）
で
あ

（
（₆
（

り
、
自
動

車
と
の
安
全
性
の
差
は
明
白
で
あ
る
。

交
通
安
全
面
で
近
年
社
会
問
題
化
し
て
い

る
の
が
、
高
齢
者
が
引
き
起
こ
す
事
故
件
数

の
激
増
（
こ
こ
15
年
間
で
３
倍
以
上
）
で
あ

る
。
免
許
保
有
者
10
万
人
あ
た
り
の
交
通
事

故
・
死
亡
事
故
（
第
一
当
事
者
）
件
数
を
年

齢
層
別
に
見
る
と
（
図
１
）、
運
転
中
に
死

亡
事
故
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
は
65
歳
以
上

で
急
に
増
え
る
。
こ
の
図
に
は
出
て
い
な
い

が
、
70
歳
以
上
の
免
許
保
有
者
10
万
人
あ
た

り
の
死
亡
事
故
件
数
は
11
・
11
件
に
も
な
っ

て
く
る
。
16
～
24
歳
の
10
万
人
あ
た
り
死
亡

事
故
件
数
も
非
常
に
多
い
。
運
転
免
許
を
保

有
す
る
認
知
症
高
齢
者
は
約
30
万
人
に
達
し

て
い

（
（₇
（

る
。
80
～
90
年
の
人
生
の
う
ち
、
比
較

的
安
心
し
て
運
転
で
き
る
期
間
は
せ
い
ぜ
い

40
年
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。
生
活
の
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
も
、
各
交
通
手
段
の
安
全
性

を
高
め
る
努
力
と
と
も
に
、
よ
り
安
全
な
手

段
で
あ
る
鉄
道
の
利
用
へ
と
誘
導
す
る
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。

運
動
不
足
に
よ
る
健
康
問
題
へ
の
対
策
と

し
て
も
、
鉄
道
利
用
の
促
進
は
有
効
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
の
た
め
に
は
週
23
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
「
活

発
な
身
体
活
動
」
を
行
う
こ
と
が
推
奨
さ（

（₈
（

れ

る
。
例
え
ば
通
勤
手
段
を
自
動
車
か
ら
鉄
道

に
変
え
、
駅
ま
で
小
気
味
良
い
速
度
で
往
復

30
分
歩
け
ば
、
週
５
日
の
通
勤
で
３
×
５
＝

15
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
運
動
に
な
る
。
こ
れ
は

平
泳
ぎ
を
１
時
間
半
行
う
の
と
同
等
の
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
水
泳
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
時
間
を
つ
く
る
の
は
意
外

に
難
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
通
勤
中
に
駅
ま

基調報告 26

北ぶらくり商店街。かつてこの中心商店街には路面電車が通じ、遠方からも
多数の買物客を集めた。

和歌山市の中心商店街の状況
（2008 年 4 月の日曜日の正午過ぎ）

中心市街地活性化の目玉として開店した大型商業施設内。
鳴り物入りで開店したはずが…。

図 1　年齢層別免許保有者10万人あたり交通事故・死亡事故件数（第一当事者 )
（出典：警察庁交通局「平成19年中の交通事故の発生状況」より作成）
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で
の
徒
歩
や
自
転
車
で
の
移
動
を
組
み
入
れ

て
し
ま
え
ば
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

運
動
を
比
較
的
無
理
な
く
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
筆
者
の

妻
も
こ
の
４
月
か
ら
通
勤
手
段
を
自
転
車
と

鉄
道
の
組
み
合
わ
せ
に
変
更
し
た
。
こ
の
通

勤
手
段
転
換
の
決
め
手
に
な
っ
た
の
が
、
自

動
車
通
勤
と
鉄
道
＋
自
転
車
通
勤
の
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
量
を
比
較
し
た
結
果
、「
自
動
車
を
や

め
れ
ば
こ
れ
だ
け
健
康
的
な
生
活
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
彼
女
自
身
が

気
づ
い
た
こ
と
と
、
職
場
の
同
僚
が
健
康
づ

く
り
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
毎
時

２
本
程
度
の
鉄
道
便
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
鉄
道
や
徒
歩
、
自
転
車
で

移
動
す
れ
ば
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
、
そ

の
分
、
発
見
や
感
動
も
多
く
な
る
。
楽
し
み

な
が
ら
適
度
な
運
動
を
行
え
ば
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・

キ
ラ
ー
細
胞
（
免
疫
力
）
が
活
性

化
し
、
ウ
イ
ル
ス
性
疾
病
や
ガ
ン

の
芽
を
摘
み
取
っ
て
も
く（

（（
（

れ
る
。

人
々
が
健
康
に
な
れ
ば
医
療
費
が

削
減
さ
れ
る
。
本
人
に
と
っ
て
は

も
ち
ろ
ん
、
国
に
と
っ
て
も
職
場

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い

だ
ろ
う
。

地
域
へ
の
帰
属
意
識
が
希
薄
に

な
り
が
ち
な
今
日
、
駅
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
の
中
心
に
な
り
得
る

と
い
う
視
点
も
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

る
が
、
鉄
道
が
夢
多
き
若
者
た
ち

の
通
学
を
支
え
て
い
る
点
に
も
留

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
経
済
面
か
ら
考
え
て
み

よ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
な
自
動

車
依
存
の
進
展
と
都
市
拡
散
の
同

時
進
行
は
、
行
政
コ
ス
ト
の
増
加

と
い
っ
た
経
済
的
問
題
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
例
え
ば
青
森
市
で
は
、

１
９
７
０
年
か
ら
２
０
０
０
年
に

か
け
て
市
街
地
中
心
部
か
ら
郊
外

に
1
万
３
０
０
０
人
が
流
出
し
、
そ
の
受
け

入
れ
の
た
め
の
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
で
約
３
５
０
億
円
の
行
政
費
用

を
要
し
た
ほ
か
、
市
街
地
拡
散
に
よ
る
道
路

延
長
の
増
加
が
多
額
の
除
雪
費
負
担
を
も
た

ら
し
た
と
い

（
（（
（

う
。
富
山
市
も
、
人
口
密
度
の

低
下
に
よ
り
、
住
民
１
人
あ
た
り
の
都
市
施

設
の
維
持
・
更
新
費
用
が
加
速
度
的
に
増
加

す
る
と
の
試
算
結
果
を
出
し
て
い（

（（
（

る
。
富
山

市
が
鉄
道
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
を
進
め
、
伊
賀
市
が
上
野
市
駅
周
辺
へ
の

都
市
機
能
集
積
を
計
画
し
て
い
る
よ
う
に
、

今
後
は
鉄
道
を
持
続
可
能
型
ま
ち
づ
く
り
の

中
心
に
据
え
た
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
自
動
車
依
存
型
都
市
は
空
間
浪
費
型

都
市
で
も
あ
る
。
鉄
道
を
中
心
に
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
え
ば
都
市
空
間
に
余
裕
が
生

ま
れ
、
都
市
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
く

る
。ア
ス
フ
ァ
ル
ト
砂
漠
と
化
し
た
庭
や
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
の
空
間
を
自
動
車
か
ら
取
り
戻

そ
う
で
は
な
い
か
。
家
計
に
と
っ
て
も
、
稼

働
率
の
低
い
自
動
車
を
２
台
、
３
台
と
買
う

よ
り
も
、
１
台
の
自
動
車
と
公
共
交
通
を
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
て
生
活
す
る
ほ
う
が
結
局

安
上
が
り
に
な
る
場
合
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
沿
道
の
渋
滞
を
緩
和
す
る
効

果
な
ど
、
採
算
性
で
は
計
測
で
き
な
い
経
済

的
価
値
は
い
く
つ
も
あ
る
。

 ４
．�

地
方
の
鉄
道
の
維
持
・
活
性
化
に

向
け
て

 　以
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鉄
道
の
社
会
的

な
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
地
方
の
鉄
道
の

維
持
・
活
性
化
に
向
け
た
方
策
は
い
く
つ
も

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
社
会
的
価
値
に

関
連
す
る
２
点
に
絞
っ
て
論
じ
た
い
。

ま
ず
、
社
会
的
価
値
を
分
か
り
や
す
く
か

つ
徹
底
的
に
伝
え
る
努
力
の
大
切
さ
で
あ

る
。
鉄
道
が「
空
気
の
よ
う
な
存
在
」に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
地
域
も
多
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
社
会
的
価
値
の
伝
え
方
に
は
様
々

通学の時間帯は高校生であふれる伊賀鉄道の伊賀神戸駅。
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な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
万
葉
線
、
え
ち
ぜ

ん
鉄
道
、
和
歌
山
電
鐵
の
よ
う
に
、
社
会
的

費
用
便
益
分
析
が
鉄
道
存
続
の
一
要
因
と

な
っ
た
事
例
も
あ
る
。
ま
た
、
伊
賀
市
が
住

民
や
事
業
所
を
対
象
と
し
た
多
彩
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｍ
Ｍ
）
を
実
施
あ

る
い
は
計
画
中
で
あ
る
よ
う
に
、
地
域
の
民

産
官
学
と
連
携
す
る
な
ど
し
て
Ｍ
Ｍ
を
展
開

す
る
の
も
ひ
と
つ
の
有
効
な
方
法
と
な
る
だ

ろ
う
。
Ｍ
Ｍ
の
よ
う
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
型
あ

る
い
は
双
方
向
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
本
格
実
施
し
よ
う
と
す
れ
ば
相
当
の
手
間

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
要
す
る
が
、
同
じ
エ
リ
ア
の

公
共
交
通
事
業
者
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ

り
、
地
域
の
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
力
す
る

こ
と
で
、
労
力
が
軽
減
さ
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
複
数
事
業
者
の
情
報
を
一
覧
で
き
る
時

刻
表
や
路
線
図
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

鉄
道
と
地
域
の
魅
力
を
同
時
に
提
示
で
き
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
で
き
た
り
と
い
っ
た

効
果
も
期
待
で
き
る
。
日
本
民
営
鉄
道
協
会

の「﹃
私
と
み
ん
て
つ
﹄小
学
生
新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
よ
う
な
、
学
校
教
育
と
の
連
携
に
よ

る
Ｍ
Ｍ
に
も
期
待
し
た
い
。
沿
線
自
治
体
の

長
期
計
画
や
交
通
計
画
の
中
に
、
持
続
可
能

型
都
市
形
成
と
絡
め
る
形
で
鉄
道
の
活
用
を

盛
り
込
み
、
交
通
・
環
境
・
健
康
・
福
祉
・

ま
ち
づ
く
り
・
教
育
等
の
政
策
間
連
携
を
強

化
し
な
が
ら
永
続
的
に
取
り
組
む
、
と
い
っ

た
仕
組
み
を
構
築
で
き
れ
ば
最
高
で
あ
る
。

社
会
的
価
値
の
伝
え
方
に
お
い
て
は
、
和

歌
山
電
鐵
の
手
法
が
大
変
参
考
に
な
る
。
06

年
度
に
輸
送
人
員
で
前
年
度
比
１
１
０
％

と
い
う
Ｖ
字
型
回
復
を
遂
げ
、
07
年
度
も
同

１
０
０
・
２
％
と
好
調
な
和
歌
山
電
鐵
貴
志

川
線
の
勢
い
の
源
泉
の
ひ
と
つ
に
、「
い
ち
ご

電
車
」
や
「
お
も
ち
ゃ
電
車
」、
猫
の
ス
ー

パ
ー
駅
長
「
た
ま
」
な
ど
に
よ
る
話
題
づ
く

り
の
巧
み
さ
が
あ
る
。「
た
ま
」
の
人
気
は
凄

ま
じ
く
、
つ
い
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
監
督

が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
撮
影
に
訪
れ

た
ほ
ど
で
あ
る
。
和
歌
山
電
鐵
で
は
こ
の
他

に
も
沿
線
住
民
な
ど
が
参
加
す
る
「
貴
志
川

線
運
営
委
員
会
」
の
定
期
開
催
、
同
線
活
性

化
に
貢
献
し
た
団
体
に
対
す
る
表
彰
、
パ
ー

ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
用
の
駐
車
場
の
設
置

な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
お
り
、

地
域
住
民
や
自
治
体
も
様
々
な
活
動
を
活
発

に
展
開
し
て
い
る
。
今
や
沿
線
に
「
い
ち
ご

電
車
」
を
知
ら
な
い
園
児
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

園
児
に
限
ら
ず
、
貴
志
川
線
を
「
か
わ
い
い
」

「
乗
り
た
い
」「
守
り
た
い
」
と
思
う
人
が
ど

れ
だ
け
増
え
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
和
歌
山
電

鐵
は
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
貴
志
川

線
の
役
割
」
と
い
っ
た
よ
う
な
大
上
段
に
構

え
た
伝
え
方
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
た
ま
」
や
「
お
も
ち
ゃ
電
車
」
に
惹
か
れ
て

貴
志
川
線
に
関
わ
る
中
で
、
そ
の
本
当
の
社

会
的
価
値
が
見
え
て
き
た
、
と
い
う
地
域
住

民
も
多
か
ろ
う
。

次
に
、
鉄
道
の
社
会
的
価
値
に
応
じ
た

公
共
投
資
の
拡
大
で
あ
る
。
わ
が
国
の
鉄
道

整
備
財
源
は
、
08
年
度
予
算
に
お
け
る
国
の

公
共
事
業
費
約
６
・
７
兆
円
の
う
ち
の
お
よ

そ
１
０
９
６
億
円
で
あ
り
、
比
率
に
し
て
約

1
・
６
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
道

路
整
備
に
は
１
兆
４
８
０
０
億
円
あ
ま
り
、

率
に
し
て
約
22
・
0
％
も
の
予
算
が
つ
い
て

い
る
。
鉄
道
は
05
年
度
に
お
い
て
も
国
内
旅

客
輸
送
の
27
・
７
％
（
人
キ
ロ
ベ
ー
ス
）
を

分
担
し
て
お
り
、
地
球
環
境
な
ど
へ
の
貢
献

も
考
え
れ
ば
、
1
・
６
％
と
い
う
比
率
は
あ

ま
り
に
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
全
国
で
05

年
度
に
執
行
さ
れ
た
道
路
事
業
費
は
、
国

と
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
な
る
も
の
が
約

７
兆
５
０
０
０
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
農
道
・

林
道
の
事
業
費
や
、
各
高
速
道
路
会
社
の

事
業
費
等
を
加
え
れ
ば
さ
ら
に
大
き
な
額
と

な
る
。
わ
が
国
の
道
路
整
備
水
準
は
、
可
住

地
面
積
あ
た
り
の
距
離
で
断
ト
ツ
の
世
界
一
、

人
口
あ
た
り
の
距
離
で
も
ド
イ
ツ
、イ
タ
リ
ア
、

英
国
と
同
等
以
上
の
水
準
に
あ
り
、
主
要
道

路
の
舗
装
率
や
国
道
の
４
車
線
化
率
で
も
先

進
国
に
相
応
し
い
水
準
に
達
し
て
い
る
。
8

年
間
で
６
０
５
㎞
も
の
鉄
路
が
消
え
、
中
小

民
鉄
や
大
手
事
業
者
の
支
線
が
不
採
算
に
苦

し
む
中
で
、
農
道･

林
道
は
05
年
８
月
ま
で

の
わ
ず
か
１
年
間
だ
け
で
約
１
５
６
０
㎞（
幅

員
４
ｍ
以
上
に
限
っ
て
も
約
８
１
０
㎞
）
延

び
て
お（

（（
（

り
、
そ
の
整
備
に
要
し
た
費
用
は
数

千
億
円
規
模
と
推
測
さ
れ
る
。
地
方
で
は「
公

共
交
通
が
環
境
や
健
康
に
や
さ
し
い
こ
と
は

わ
か
る
し
、
利
用
し
た
い
の
は
や
ま
や
ま
な

の
だ
が
、
こ
う
も
便
数
が
少
な
く
運
賃
も
高

く
て
は
⋮
」「
新
し
く
で
き
た
商
業
施
設
の
前

な
ど
、欲
し
い
と
こ
ろ
に
駅
が
な
い
」
と
い
っ

た
声
を
よ
く
聞
く
。
伊
賀
鉄
道
も
郊
外
の
大

規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
前
を
素
通

り
し
て
い
る
。
鉄
道
の
安
全
性
や
利
便
性
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
も
、
鉄
道
の
社
会
的

価
値
の
大
き
さ
に
応
じ
て
、
財
源
の
配
分
先

を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

５
．
お
わ
り
に

国
の
宝
を
国
宝
と
い
い
、
家
の
宝
は
家
宝

と
さ
れ
る
。
地
域
の
宝
は
「
地
宝
」
で
あ
る
。

環
境
・
社
会
・
経
済
の
鼎
立
す
る
持
続
可
能

型
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
な
り
う
る
地
方
の

鉄
道
は
、
ま
さ
に
「
地
宝
」
だ
と
言
え
よ
う
。

地
域
の
宝
で
あ
る
鉄
道
は
、
愛
さ
れ
る
こ
と

で
輝
き
を
増
し
、
そ
の
光
は
必
ず
地
域
の
未

来
を
明
る
く
照
ら
す
は
ず
で
あ
る
。

基調報告 26
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概況」に掲載されている事業者のうち、輸送人員デー
タのある 114 事業者を対象とした。

（3） 国土交通省鉄道局監修『数字でみる鉄道 2007』。
（4） 中小企業庁「平成１８年度商店街実態調査」。
（5）  宇 沢 弘 文『 地 球 温 暖 化 を 考 え る 』(1995)、

pp.204-205。
（6） IPCC, Climate Change 2007 : Synthesis Report, p.39
（7）  Mark A.Saunders and Adam S.Lea, Large contribution 

of sea surface warming to recent  increase in Atlantic  hurricane 

activity, Nature,  Vol.45, 31, pp.557-560, 2008.
（8） WHO, Climate and Health, 2005.
（9） 2008 年 3 月 12 日付日本経済新聞朝刊。
（10）  温室効果ガスインベントリオフィス編『日本国温室

効果ガスインベントリ 報告書』、2007 年 5 月。
（11）  UN, Monthly Bulletin of Statistics, Online - January 2007.
（12）  International Energy Agency, Energy balances of OECD 

countries.
（13） 環境省総合環境政策局『環境統計集』平成 19 年版。
（14）  バイオ燃料の普及は食糧価格高騰の一因になっても

いる。
（15） 警察庁「平成 19 年中の交通事故発生状況」。
（16）  国土交通省「鉄道輸送統計年報」より算出。各年度

の運転事故による死傷者数を旅客輸送人キロで除し
て算出している。

（17）  警察庁の推定。所正文『高齢ドライバー・激増時代』、
学文社、2007 年。

（18）  厚生労働省「健康づくりのための運動指針 2006　
～生活習慣病予防のために～」。

（19） 大島清『歩くとなぜいいか？』、PHP 文庫、2007 年。
（20）  日本商工会議所「「コンパクトシティ」－青森市の事

例－」http://www.jcci.or.jp/machi/h050218aomori.
html

（21）  コンパクトなまちづくり研究会「コンパクトなまち
づくり事業調査研究報告」、2004 年。

（22）  農林水産省資料　http://www.maff .go.jp/www/info/
bunrui/bun08.html#nen6
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近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

取
締
役
副
社
長　

鉄
道
事
業
本
部
長

（
養
老
鉄
道
株
式
会
社 

取
締
役
社
長
）

野
口 

満
彦

M
itsuhiko N

O
G

U
C

H
I

平
成
19
年
10
月
１
日
、
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
︵
近
鉄
︶
が
運
営

し
て
い
た
伊
賀
線
・
養
老
線
が
「
伊
賀
鉄
道
株
式
会
社
」「
養
老
鉄
道

株
式
会
社
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

近
鉄
は
第
三
種
鉄
道
事
業
者
と
な
り
線
路
な
ど
鉄
道
施
設
を
引
き
続

き
所
有
・
管
理
し
、
第
二
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
設
立
さ
れ
た
新
会
社

２
社
が
両
線
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

近
鉄
が
採
っ
た
こ
の
上
下
分
離
方
式
は
、
全
国
初
の
形
式
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。

新
体
制
発
足
ま
で
の
経
緯
と
今
後
に
つ
い
て
、
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会

社�

野
口
満
彦
取
締
役
副
社
長
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

写真提供◉近畿日本鉄道株式会社
文◉茶木　環（ジャーナリスト）　撮影◉織本知之

三
位
一
体
で

地
域
に
根
ざ
し
た

鉄
道
を
つ
く
る
。

TOP INTERVIEW
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三
位
一
体
で
支
え
る
鉄
道

―
―

最
初
に
、
伊
賀
線
・
養
老
線
の
運
営
状

況
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

野
口　

近
鉄
は
５
０
０
キ
ロ
以
上
の
線
路
を

持
っ
て
お
り
、
本
線
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
支

線
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。

伊
賀
線
・
養
老
線
は
、
輸
送
人
員
の

ピ
ー
ク
時
に
お
い
て
も
黒
字
に
な
っ
た
こ

と
が
な
い
路
線
で
、
平
成
18
年
度
で
伊

賀
線
は
４
億
７
０
０
万
円
、
養
老
線
は

12
億
７
９
０
０
万
円
の
経
常
赤
字
で
し
た
。

当
社
で
は
、
赤
字
で
あ
る
路
線
に
つ
い
て

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
2
線
に
つ

い
て
は
早
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
従
業
員
数
を
削
減
す

る
た
め
、
平
成
６
年
か
ら
ワ
ン
マ
ン
運
転
を

実
施
し
て
い
ま
す
し
、
駅
の
無
人
化
も
同
時

に
進
め
て
伊
賀
線
は
14
駅
中
10
駅
を
、
養
老

線
に
つ
い
て
は
27
駅
中
18
駅
を
無
人
駅
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
工
事
は
通
常
、
夜
間

に
行
う
の
で
す
が
、
コ
ス
ト
高
に
な
り
ま
す

か
ら
、
お
客
さ
ま
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

電
車
が
運
行
で
き
な
い
間
は
バ
ス
で
代
替
し

て
、
昼
間
施
行
に
切
り
替
え
る
な
ど
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
行
っ
て

き
た
の
で
す
が
、
2
線
の
赤
字
を
解
消
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
赤
字
の
支
線
経
営
は
、
本
線
か

ら
の
補
助
で
賄
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
本
線

自
体
の
利
用
客
も
減
少
し
て
き
て
お
り
、
近

鉄
と
い
う
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
維

持
す
る
こ
と
も
厳
し
く
な
っ
て
き
た
、
そ
う

い
う
状
況
下
に
あ
り
ま
し
た
。

―
―

背
景
に
は
平
成
12
年
度
の
鉄
道
事
業
法

の
改
正
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

野
口　

こ
の
法
改
正
で
、
参
入
と
退
出
︵
廃

止
︶
に
つ
い
て
の
規
制
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。
当
社
も
、
法
の
改
正
を
受
け
て
赤

字
路
線
の
対
策
に
乗
り
出
し
た
わ
け
で
す
。

赤
字
の
割
合
が
大
き
か
っ
た
北
勢
線
か
ら

検
討
を
始
め
ま
し
た
。
当
社
は
、
北
勢
線
に

つ
い
て
「
廃
止
」
と
い
う
前
提
で
自
治
体
に

申
し
入
れ
、
２
年
ほ
ど
協
議
を
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
元
の
「
残
し
た
い
」
と
い
う
強

い
希
望
と
自
治
体
の
支
援
で
、
平
成
15
年
に

近
鉄
か
ら
三
岐
鉄
道
に
営
業
譲
渡
す
る
こ
と

で
存
続
が
決
定
し
た
の
で
す
。

こ
の
時
、
お
客
さ
ま
は
鉄
道
が
残
る
な
ら

と
運
賃
の
値
上
げ
を
納
得
し
、
自
治
体
は
補

助
の
実
施
を
決
め
ま
し
た
。
営
業
譲
渡
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、
鉄
道
事
業
者
と

利
用
者
と
地
元
自
治
体
の
三
位
一
体
で
鉄
道

を
支
え
る
、
北
勢
線
を
残
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。

―
―

伊
賀
線
と
養
老
線
の
存
続
に
、
そ
の
経

験
を
生
か
さ
れ
た
の
で
す
か
。

野
口　

え
え
。
伊
賀
線
も
養
老
線
も
１
０
０

年
近
い
歴
史
を
持
つ
鉄
道
線
で
す
。
直
ち
に

廃
止
を
申
し
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
治
体

に
相
談
を
持
ち
か
け
、
よ
り
良
い
方
法
を
検

討
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。
北
勢
線
の

よ
う
に
、
三
位
一
体
で
支
え
ら
れ
な
い
か
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

会
議
体
を
つ
く
り
、
自
治
体
は
、
伊
賀
線

が
三
重
県
伊
賀
市
の
1
県
1
市
、
養
老
線
が

三
重
県
と
岐
阜
県
の
2
県
3
市
4
町
、
中
部

運
輸
局
と
当
社
と
い
う
構
成
で
始
め
ま
し
た
。

会
議
は
、当
社
が
両
線
の
状
況
を
説
明
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
維
持
で
き
な
い
と
い
う
現
実
を

率
直
に
お
話
し
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
利
用
促
進
や
バ
ス
代
替
に
つ
い
て
も

議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。
我
々
は
企
業

と
し
て
営
業
価
値
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
わ

け
で
す
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
廃
止
さ
れ
て

は
困
る
と
い
う
心
情
的
な
も
の
が
強
い
。
ぶ

つ
か
る
場
面
も
当
然
あ
り

ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
鉄
道
に
対
す
る
熱
い

思
い
と
我
々
鉄
道
事
業
者

の
自
負
と
責
任
、
鉄
道
を

何
と
か
守
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
同
じ
で
す
。
地

域
に
お
け
る
鉄
道
の
意
義

と
い
う
も
の
に
対
す
る
理

解
を
、
両
者
が
深
め
て

い
っ
た
議
論
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

2
年
半
を
費
や
し
て
、

最
終
的
に
運
賃
を
中
小
民

鉄
並
み
に
値
上
げ
す
る
、

赤
字
の
一
部
を
自
治
体
に

補
助
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
合
意
を
得
、
北
勢
線
と

同
じ
よ
う
に
地
元
自
治
体

と
利
用
者
、
そ
し
て
我
々

鉄
道
事
業
者
の
三
者
で
鉄

道
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

伊
賀
線
・
養
老
線
の
赤
字
体
質
は
変
わ
り

な
い
わ
け
で
す
が
、
当
社
と
し
て
は
本
線
か

ら
の
補
助
を
軽
減
で
き
ま
す
。
超
長
期
的
な

判
断
は
難
し
い
け
れ
ど
も
、
近
鉄
と
い
う
大

き
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
何
と
か
維

持
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
赤
字
で
も
残
す

と
い
う
判
断
を
下
し
た
の
で
す
。

―
―

大
手
民
鉄
が
赤
字
の
支
線
を
持
つ
こ
と

に
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
ご
苦
労
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

野
口　

鉄
道
運
賃
に
つ
い
て
は
「
一
鉄
道
事

伊
勢
湾

大
阪
湾

河内長野

柏原

大
阪
阿
部
野
橋

河
内
山
本

近
鉄
四
日
市

生
駒

信
貴
山
口

尺土 高田市

近鉄御所

下市口 吉野

飛鳥

伊賀神戸

伊賀上野

上野市
大和八木

西田原本 天理

近鉄名古屋

揖斐
大垣 桑

名

伊
賀
線

養
老
線

新王寺

伊勢市
鳥
羽
賢
島

平田町

内部
日永

西日野

湯の山温泉

王寺

長田 学研奈良
登美ヶ丘

京都
竹田

近鉄奈良

大和西大寺

近鉄難波 布施

橿原神宮前

近畿日本鉄道路線図
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業
者
に
つ
い
て
一
つ
の
運
賃
体
系
」
と
い
う

決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
閑
散
路

線
で
あ
っ
て
も
特
別
な
運
賃
設
定
は
で
き
ま

せ
ん
。
大
手
事
業
者
の
基
本
運
賃
は
安
く
、

定
期
の
割
引
率
は
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
立
場
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
都
市

部
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
中
部
地
方
に
は
中
小
民

鉄
が
15
社
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
当
社
の
支
線

と
財
務
内
容
が
同
条
件
の
他
社
と
を
比
較
し

て
み
る
と
、
営
業
費
用
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

の
に
対
し
、
営
業
収
入
に
つ
い
て
は
当
社
支

線
が
か
な
り
低
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。

ま
た
、
中
小
民
鉄
に
は
、
鉄
道
軌
道
輸
送

高
度
化
事
業
費
補
助
を
は
じ
め
と
す
る
国
の

さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

大
手
に
は
そ
う
い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

赤
字
の
支
線
で
あ
っ
て
も
同
一
運
賃
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
公
的
な
補
助
制
度
が
適

用
さ
れ
な
い
。
大
手
に
は
大
手
な
り
の
苦
し

さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

全
国
初
の
上
下
分
離
ス
キ
ー
ム

―
―

新
体
制
の
ス
キ
ー
ム
は
、
非
常
に
画
期

的
な
も
の
で
し
た
。

野
口　

え
え
。
地
元
自
治
体
と
利

用
者
、
鉄
道
事
業
者
が
三
位
一
体

で
支
え
る
と
い
う
こ
と
を
具
現
化

す
る
た
め
の
、
新
し
い
事
業
形
態

で
す
。

伊
賀
線
・
養
老
線
に
つ
い
て
、

近
鉄
が
第
一
種
鉄
道
事
業
を
廃
止

し
、
第
二
種
鉄
道
事
業
と
な
る
伊

賀
鉄
道
株
式
会
社
、
養
老
鉄
道
株

式
会
社
を
設
立
す
る
。
近
鉄
は
第

三
種
鉄
道
事
業
者
と
な
る
。
下
は

従
来
通
り
近
鉄
が
持
ち
、
上
は
新

会
社
で
運
営
す
る
上
下
分
離
方
式

で
す
。
新
会
社
の
養
老
鉄
道
は
近

鉄
資
本
１
０
０
％
、
伊
賀
鉄
道
は

近
鉄
が
98
％
、
伊
賀
市
が
2
％
出

資
し
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う

に
、
近
鉄
運
営
の
ま
ま
で
は
、
地
元

自
治
体
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ず
、
公
的
な
補
助
も
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。
伊
賀
鉄
道
、
養
老
鉄
道
と

し
て
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
運
賃
に
つ
い
て
も
、
単

独
の
運
賃
体
系
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
近
鉄
が
第
三
種
鉄
道
事
業

者
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二

つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

新
会
社
に
線
路
等
の
資
産
を
譲
渡
す

る
こ
と
は
、
有
償
で
あ
れ
ば
新
会
社

の
負
担
が
大
き
い
、
無
償
で
あ
れ
ば

近
鉄
に
と
っ
て
損
失
に
な
る
、
ど
ち

ら
も
非
常
に
困
難
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
鉄
道
施
設
の
維

持
や
保
守
な
ど
、
安
全
に
関
し
て
は
、

近
鉄
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
こ
れ
ま
で
通
り
活

か
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
緊
急
時

の
対
応
や
、
橋
梁
な
ど
大
き
な
構
造
物
に
つ

い
て
の
将
来
的
な
課
題
も
あ
り
ま
す
。
近
鉄

が
新
会
社
の
運
営
に
お
い
て
も
参
画
し
、
責

務
を
負
い
続
け
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

―
―

伊
賀
鉄
道
、
養
老
鉄
道
の
運
営
と
な
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
点
が
変
わ
ら
れ
ま
し
た
か
。

野
口　

私
自
身
、
養
老
鉄
道
の
社
長
と
し

て
何
よ
り
思
う
の
は
、
よ
り
地
域
に
根
ざ
し

た
鉄
道
会
社
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

ま
た
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。

地
元
に
本
社
を
置
い
て
い
る
こ
と
で
、地
域

の
実
情
や
声
を
間
近
で
見
聞
き
で
き
、
そ
れ

を
受
け
た
迅
速
、
的
確
な
対
応
が
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
何
か
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ

て
「
臨
時
電
車
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
ご
要
望
を
い
た
だ
い
た
場
合
で
も
、
対
応

し
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
路
線
に
目
を
向
け
て
い
た
も
の
が
、

た
だ
一
つ
の
路
線
に
特
化
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
世
間
か
ら
の
注
目
度
も
上
が
っ
た

こ
と
で
、向
上
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

企
画
切
符
や
近
鉄
に
は
な
い
定
期
券
の
設
定

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
や
企
画
が
こ

れ
ま
で
よ
り
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―

地
元
の
方
々
の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

野
口　

廃
止
で
は
な
く
鉄
道
が
残
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

伊賀鉄道・養老鉄道 上下分離導入スキーム

近
鉄
伊
賀
線
の

第
一
種
鉄
道
事
業
廃
止
届

沿
線
自
治
体
・
近
鉄
の
支
援

伊
賀
鉄
道
株
式
会
社
設
立

伊賀鉄道株式会社が
第二種鉄道事業許可申請

施設等賃貸 線路使用料

近畿日本鉄道株式会社が
第三種鉄道事業許可申請

伊賀鉄道株式会社
第二種鉄道事業　運営

近畿日本鉄道株式会社
第三種鉄道事業
鉄道施設等の所有

近
鉄
養
老
線
の

第
一
種
鉄
道
事
業
廃
止
届

沿
線
自
治
体
・
近
鉄
の
支
援

養
老
鉄
道
株
式
会
社
設
立

養老鉄道株式会社が
第二種鉄道事業許可申請　

施設等賃貸 線路使用料

近畿日本鉄道株式会社が
第三種鉄道事業許可申請

養老鉄道株式会社
第二種鉄道事業　運営

近畿日本鉄道株式会社
第三種鉄道事業
鉄道施設等の所有

大垣駅で開催された「養老鉄道株式会社発足式典」。
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す
。
沿
線
市
町
で
は
、
利
用
促
進
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
り
、
鉄
道
を
利
用
し
た

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
鉄
道

の
活
性
化
に
本
当
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鉄
道
の
活
性
化
は
イ
コ
ー
ル
地
域

の
活
性
化
で
、
一
過
性
で
は
な
く
継
続
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
定
期
的
に
意
見
交

換
の
場
を
持
っ
て
検
討
を
重
ね
て
い
る
の
で

す
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
観
光
振
興
が
ひ

と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
伊
賀
鉄
道
、
養
老
鉄
道
の
沿

線
は
、
観
光
資
源
が
豊
富
で
す
。
こ
れ
ら
を

活
か
す
観
光
施
策
を
、
線
単
位
で
は
な
く
、

近
鉄
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら

打
ち
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　今
後
の
地
方
鉄
道
事
業

―
―

新
運
営
形
態
に
な
っ
て
約
7
カ
月
︵
取

材
時
︶、
現
状
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

野
口　

昨
年
の
10
月
に
こ
の
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
て
、
ほ
ぼ
想
定
通
り
に
進
捗
し
て
い
ま

す
。
伊
賀
線
・
養
老
線
、
合
わ
せ
て
16
億
円

の
赤
字
額
が
ほ
ぼ
半
分
に
縮
小
す
る
見
通
し

で
す
。
運
賃
値
上
げ
で
お
客
さ
ま
に
ご
負
担

い
た
だ
い
た
分
と
地
元
自
治
体
か
ら
の
補
助

で
、
半
分
に
ま
で
縮
小
で
き
ま
し
た
。
半
額

に
縮
小
し
た
赤
字
分
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、

近
鉄
が
持
ち
ま
す
。

た
だ
、
赤
字
構
造
自
体
に
変
わ
り
は
な
く
、

人
口
の
減
少
や
地
域
経
済
の
縮
小
等
、
今
後

に
つ
い
て
は
不
安
材
料
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
ス
キ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
現
時
点
で

は
う
ま
く
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に

は
ど
う
な
の
か
。本
線
か
ら
補
助
す
る
こ
と
で
、

数
年
は
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
そ
の

先
、
将
来
に
つ
い
て
、
安
定
的
な
運
営
を
維

持
し
続
け
る
こ
と
は
、
難
し
く
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―

そ
う
し
ま
す
と
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な

可
能
性
を
探
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

野
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こ
れ
は
、
事
業
者
単
位
の
話
で
は
な

い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
鉄
道
は「
イ
ン
フ
ラ
」

と
し
て
も
っ
と
大
き
な
枠
組
み
で
と
ら
え
る
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。鉄
道
だ
け
で
は
な
く
、

路
線
バ
ス
も
同
様
で
、
公
共
交
通
体
系
全
般

に
つ
い
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
必

要
で
す
。

首
都
圏
以
外
の
鉄
道
は
、
利
用
客
の
減
少

が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
問
題
を
最
も
突
き

つ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
地
方
の
鉄
道
で
、
こ

の
ま
ま
で
は
さ
ら
に
苦
し
く
な
っ
て
い
く
ば
か

り
で
す
。
地
方
の
赤
字
に
苦
し
む
鉄
道
は
、

何
ら
か
の
支
援
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
廃
止

を
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

鉄
道
と
い
う
も
の
は
、
目
的
で
は
な
く
て

手
段
で
す
。
何
か
を
す
る
た
め
に
、
手
段
と

し
て
乗
っ
て
い
た
だ
く
。
で
す
か
ら
、
鉄
道

事
業
者
の
発
展
は
地
域
の
経
済
と
連
動
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
地
域
が
発
展
し
て
は
じ
め

て
、手
段
と
し
て
の
鉄
道
が
発
展
す
る
。鉄
道
、

バ
ス
の
問
題
は
、
事
業
者
レ
ベ
ル
の
問
題
で

は
な
く
、
地
域
の
問
題
、
国
の
問
題
と
し
て

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

平
成
19
年
10
月
に
「
地
域
公
共
交
通
の
活

性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
も
参
加
し
地
域
全
体

で
交
通
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
支
援
施
策
を
整
備
し
た
法
律
で
す
。
地

方
の
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
議
論
が
深
ま
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

伊
賀
鉄
道
・
養
老
鉄
道
も
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
話
し
合
い
な
が
ら
、

維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―

三
位
一
体
で
支
え
る
鉄
道
と
い
う
の
は
、

地
方
鉄
道
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
も
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

野
口　

で
す
か
ら
、
な
ん
と
か
こ
れ
を
、
未

来
永
劫
と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん
が
、引
っ
張
っ

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
営

形
態
で
何
年
続
け
て
い
け
る
か
と
い
う
問
題

が
一
つ
の
鍵
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
の
運

営
形
態
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
完
結
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
今
後
も
沿
線
市
町
や
地
元

住
民
の
方
々
と
共
に
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
当
面
の
課
題
で
、
一
方
で
は
、
常
に

鉄
道
事
業
と
し
て
の
収
支
、
利
用
状
況
な
ど

を
勘
案
し
な
が
ら
、
三
位
一
体
で
支
え
続
け

る
た
め
の
よ
り
良
い
方
策
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
皆
さ
ん
と

の
会
議
も
継
続
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
と

も
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
位
一
体
の
仕
組
み
は
、
お
金
だ
け
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、鉄
道
に
一
番
必
要
な
「
安

心
と
安
全
」
を
皆
で
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
の
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、

良
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―

地
方
鉄
道
の
存
在
意
義
を
再
確
認
す
る

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

野
口　

仮
に
鉄
道
を
廃
止
し
て
し
ま
う
と
ど

う
な
る
の
か
。
地
域
の
公
共
交
通
の
空
白
地

を
本
当
に
つ
く
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
感
情
論
は
別
に
し
て
も
、
高
齢
化
が
進

む
社
会
の
中
で
、
鉄
道
の
意
義
は
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

我
々
は
伊
賀
線
や
養
老
線
以
外
に
も
赤
字

の
路
線
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
終
わ
り

で
は
な
く
、
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
本
線
を
含
め
て
、
鉄
道
と
い
う

も
の
を
今
後
さ
ら
に
安
定
的
な
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。近畿日本鉄道株式会社

取締役副社長　鉄道事業本部長
（養老鉄道株式会社�取締役社長）

野口 満彦
Mitsuhiko NOGUCHI
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ピ
ー
ク
時
の
半
分
に
減
少
し
た
利
用
客

平
成
19
年
10
月
１
日
、近
畿
日
本
鉄
道（
近

鉄
）
は
、
伊
賀
線
と
養
老
線
の
運
営
を
伊
賀

鉄
道
、
養
老
鉄
道
に
移
管
し
た
。
伊
賀
鉄
道

が
近
鉄
大
阪
線
と
Ｊ
Ｒ
関
西
線
を
結
ぶ
伊
賀

神
戸
～
伊
賀
上
野
間
の
16
・
6
㎞
を
、
養
老

鉄
道
が
桑
名
市
と
岐
阜
県
揖
斐
川
町
を
結
ぶ

桑
名
～
大
垣
～
揖
斐
間
の
57
・
５
㎞
を
引
き

継
ぎ
、
運
行
す
る
。

伊
賀
線
は
大
正
５
年
、
養
老
線
は
大
正
２

年
に
営
業
を
開
始
し
た
１
０
０
年
近
く
の
歴

史
を
持
つ
単
線
の
鉄
道
だ
。
し
か
し
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
呑
ま
れ
、
ど
ち
ら

も
昭
和
41
年
を
ピ
ー
ク
に
輸
送
人
員
が
低

下
。
平
成
18
年
度
に
は
、
伊
賀
線
が
ピ
ー
ク

時
の
53
％
、
養
老
線
は
42
％
に
ま
で
減
少
し

た
。
平
成
18
年
度
の
経
常
赤
字
は
両
線
合
わ

せ
て
16
億
８
６
０
０
万
円
に
上
る
。

近
鉄
で
は
、
早
く
か
ら
両
線
の
赤
字
対
策

に
着
手
し
て
い
た
。
駅
係
員
の
削
減
、
線
路

の
保
守
工
事
を
昼
間
に
実
施
す
る
な
ど
、
徹

底
し
た
合
理
化
の
推
進
だ
。
し
か
し
、
収
益

率
が
上
が
ら
な
い
一
つ
の
大
き
な
要
因
に
、

伊
賀
線
、
養
老
線
に
は
通
学
需
要
が
高
い

と
い
う
皮
肉
が
あ
っ
た
。
近
鉄
の
通
学
定
期

割
引
率
は
80
・
７
％
。
１
０
０
０
円
が
約

２
０
０
円
に
な
る
計
算
だ
。
伊
賀
線
の
場
合

は
実
に
利
用
客
の
68
％
が
通
学
定
期
で
、
養

老
線
で
も
47
％
を
通
学
定
期
が
占
め
る
。

「
沿
線
住
民
の
方
々
の
移
動
手
段
が
自
動

車
中
心
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
学
生
の
方
の

割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
路

線
は
、
利
用
さ
れ
る
方
の
数
が
同
じ
他
の
路

線
と
比
較
し
た
と
し
て
も
収
入
は
低
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
学
生
の
方
の
利
用

が
多
い
か
ら
こ
そ
、
鉄
道
が
必
要
な
の
だ
と

我
々
は
思
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
な
ど
他
の

交
通
手
段
へ
移
る
こ
と
が
困
難
だ
と
い
う
こ

と
で
す
」
と
近
鉄 

鉄
道
事
業
本
部 

企
画
統

括
部
計
画
部
の
佃
侑
壱
郎
課
長
は
言
う
。

平
成
12
年
度
の
鉄
道
事
業
法
改
正
を
ひ
と

つ
の
契
機
と
し
て
、
赤
字
支
線
の
検
討
を
始

め
た
近
鉄
は
、
伊
賀
線
、
養
老
線
に
つ
い
て

沿
線
自
治
体
に
現
状
を
説
明
し
、
会
議
体
を

組
織
。
両
線
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
議
論
を

開
始
し
た
。

２
年
半
の
時
間
を
要
し
て
出
た
結
論
は
、

新
会
社
を
設
立
し
た
上
で
、
近
鉄
が
線
路
や

駅
舎
な
ど
の
施
設
を
所
有
す
る
第
三
種
鉄
道

事
業
者
と
な
り
、
新
会
社
が
運
営
・
運
行
す

る
上
下
分
離
方
式
の
導
入
だ
っ
た
。

近
鉄
が
第
一
種
鉄
道
事
業
者
か
ら
退
き
、

新
会
社
が
第
二
種
鉄
道
事
業
者
と
な
れ
ば
、

伊
賀
線
、
養
老
線
独
自
の
運
賃
設
定
が
で
き

る
。
沿
線
自
治
体
や
国
か
ら
の
公
的
補
助
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
で
黒
字
に
な
る

こ
と
は
な
い
が
、
赤
字
額
は
確
実
に
縮
小
で

R
E

PO
R

T

佃侑壱郎課長

「
採
算
の
と
れ
な
い
支
線
」
だ
っ
た
鉄
道
が
、
地
域
の
鉄
道
事
業
者
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

近
鉄
伊
賀
線
か
ら
伊
賀
鉄
道
へ
、
近
鉄
養
老
線
か
ら
養
老
鉄
道
へ
。

利
用
客
の
減
少
な
ど
経
営
課
題
を
抱
え
た
ま
ま
の
再
出
発
だ
が
、

沿
線
自
治
体
・
地
域
住
民
か
ら
の
力
強
い
応
援
を
得
て
、
走
り
続
け
る
。

文◉茶木　環（ジャーナリスト）　撮影◉織本知之

近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

鉄
道
事
業
本
部�

企
画
統
括
部

計
画
部�

課
長

佃 

侑
壱
郎

Yuichiro TSU
K

U
D

A

伊
賀
鉄
道
株
式
会
社

取
締
役�

鉄
道
営
業
部
長

宇
津
井 

隆
男

Takao U
TSU

I
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き
る
。
利
用
者
、沿
線
自
治
体
、鉄
道
事
業
者
、

そ
れ
ぞ
れ
が
鉄
道
を
維
持
す
る
上
で
の
相
応

分
の
負
担
を
持
つ
、
三
位
一
体
で
鉄
道
を
支

え
る
仕
組
み
が
で
き
あ
が
っ
た
。

新
会
社
に
す
べ
て
営
業
譲
渡
す
る
方
法
も

あ
っ
た
が
、
線
路
な
ど
資
産
の
保
有
問
題
が

生
じ
る
。
新
会
社
に
買
い
受
け
る
資
金
は
な

く
、
無
償
譲
渡
も
現
実
的
で
は
な
い
。
何
よ

り
近
鉄
は
存
続
の
道
を
探
っ
た
の
で
あ
り
、

撤
退
や
放
棄
を
意
図
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
佃
課
長
は
「
全

国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
鉄
道
事
業
の

再
構
築
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
上
で
一
つ
の
サ
ン

プ
ル
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

小
規
模
企
業
だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
し
や
す
い

伊
賀
鉄
道
伊
賀
線
に
実
際
に
乗
っ
て
み

た
。
伊
賀
神
戸
駅
か
ら
伊
賀
上
野
駅
ま
で
、

起
終
点
駅
を
含
め
、
駅
数
は
14
。
う
ち
10
駅

が
無
人
駅
で
、
全
線
が
伊
賀
市
内
（
旧
上
野

市
域
）
を
走
る
。

伊
賀
神
戸
駅
で
電
車
を
待
っ
て
い
る
と
、

色
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
の
「
く
ノ
一
」
電
車

が
入
線
し
て
き
た
。
沿
線
が
忍
者
の
里
で
あ

る
こ
と
に
ち
な
み
、「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
な

ど
で
著
名
な
漫
画
家
・
松
本
零
士
さ
ん
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
も
の
だ
。
前
面
に
女
性
忍
者
の

大
き
な
瞳
が
描
か
れ
て
い
る
。グ
リ
ー
ン
と
ピ

ン
ク
の
2
編
成
が
あ
り
、人
気
を
集
め
て
い
る
。

「
く
ノ
一
」
電
車
が
、
伊
賀
盆
地
の
田
園
風

景
を
進
む
。
桑
町
駅
を
少
し
過
ぎ
て
、
赤
茶

色
の
レ
ン
ガ
を
積
ん
だ
跨
線
橋
の
ア
ー
チ
を

く
ぐ
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
電
車
は
市
街
地

に
入
っ
て
い
く
。

伊
賀
鉄
道
本
社
は
、
上
野
市
駅
舎
内
に
あ

る
。
訪
ね
た
時
は
、
ち
ょ
う
ど
伊
賀
市
の
イ

ベ
ン
ト
「
伊
賀
上
野
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
」

（
4
／
1
～
5
／
6
）
が
開
催
中
で
、
窓
口

や
改
札
の
駅
員
も
忍
者
装
束
で
勤
務
中
だ
っ

伊賀線輸送人員推移（1日平均）

運営開始までの経緯

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

6,013人
（53）
4,797人
（58）

1,216人
（35）

※（　）は、各券種のピーク時を100とした場合の平成18年度の指数
S40 S50 S60 H02 H12 H18

合計
定期

定期外

平成16年
3～4月

沿線自治体に現状説明
（4月）

第一種鉄道事業廃止届出（2月）
養老鉄道株式会社設立（2月）

第一種鉄道事業廃止届出（3月）
伊賀鉄道株式会社設立（3月）

養老鉄道が第二種、
近鉄が第三種の鉄道事業許可申請

伊賀鉄道が第二種、
近鉄が第三種の鉄道事業許可申請

養老鉄道が第二種、
近鉄が第三種の鉄道事業許可

伊賀鉄道が第二種、
近鉄が第三種の鉄道事業許可

養老鉄道が運賃の認可申請伊賀鉄道が運賃の認可申請

運賃認可運賃認可

新事業形態での運営開始新事業形態での運営開始

沿線自治体に現状説明
（3月）

「養老線対策勉強会」発足（8月）
後に「近鉄養老線に
関する研究会」に改組平成 16年

8～9月

平成 19年
2～3月

平成 19年
5月

平成 19年
6月

平成 19年
7月

平成 19年
9月

平成 19年
10月 1日

年月 養老線

（メンバー：沿線市町、
オブザーバー：中部運輸局、三重県、
岐阜県、近鉄）

「近鉄伊賀線に関する研究会」発足
（9月）

（メンバー：中部運輸局、
三重県、伊賀市、名張市、
近鉄）

伊賀線

（人）

（年度）
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た
。
観
光
で
訪
れ
た
乗
客
に
し
て
み
れ
ば
、

楽
し
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。
い
や
、
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
む
市
民
に
と
っ
て
も
同
じ
だ
ろ
う
。

「
近
鉄
時
代
は
﹃
採
算
の
と
れ
な
い
ロ
ー
カ

ル
線
﹄
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
は
地
元
に
本
社
を
置
く
地
域
密
着

型
企
業
で
す
」

伊
賀
鉄
道
株
式
会
社 
取
締
役 

宇
津
井
隆

男
鉄
道
営
業
部
長
が
近
鉄
時
代
と
の
違
い
を

説
明
す
る
。

伊
賀
鉄
道
の
運
行
は
、
伊
賀
神
戸
～
上
野

市
間
、
上
野
市
～
伊
賀
上
野
間
の
2
区
間
に

運
行
系
統
が
分
か
れ
て
い
る
。
前
者
は
増
発

も
含
め
近
鉄
大
阪
線
と
の
接
続
を
、
後
者
は

Ｊ
Ｒ
関
西
線
と
の
接
続
を
重
視
し
、
利
便
性

を
高
め
た
ダ
イ
ヤ
に
改
正
し
た
。
伊
賀
鉄
道
、

近
鉄
大
阪
線
、
関
西
本
線
の
3
線
の
ダ
イ
ヤ

を
一
緒
に
載
せ
た
便
利
な
時
刻
表
も
制
作
し

て
い
る
。

伊
賀
鉄
道
の
電
車
は
2
両
６

編
成
。
通
勤
・
通
学
時

間
帯
に
は
現
在
の
設
備

の
限
界
で
あ
る
毎
時
３
往

復
で
運
行
し
て
い
る
。
ま

た
、
伊
賀
鉄
道
へ
の
運
営
移

行
と
同
時
に
、
初
乗
り
運
賃
が
１
７
０
円
か

ら
２
０
０
円
に
、
全
体
で
約
20
％
の
値
上
げ

と
な
っ
た
が
、
利
用
客
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
は
な

か
っ
た
と
い
う
。

課
題
も
あ
る
。
普
通
乗
車
券
が
伊
賀
鉄
道

は
非
磁
気
乗
車
券
、
近
鉄
は
磁
気
乗
車
券
で

あ
る
た
め
、
近
鉄
大
阪
線
と
の
乗

換
駅
で
あ
る
伊
賀
神
戸
駅
で
は
、

い
っ
た
ん
改
札
外
に
出
て
、
近
鉄

券
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

「
面
倒
」
と
い
う
不
満
の
声
も
あ
る

が
、
別
会
社
と
な
っ
た
が
ゆ
え
の
こ

と
で
も
あ
る
。
切
符
の
購
入
時
間

も
考
慮
し
て
運
行
ダ
イ
ヤ
を
設
定

す
る
、
上
野
市
駅
窓
口
で
近
鉄
線

の
乗
車
券
を
発
売
し
た
り
、
一
日

有
効
の
フ
リ
ー
切
符
を
発
売
す
る
な
ど
、
乗

客
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
よ
う
努

力
し
、理
解
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
だ
。

そ
し
て
、
地
域
密
着
型
企
業
な
ら
で
は
の

メ
リ
ッ
ト
だ
が
、
小
規
模
な
分
だ
け
意
思
決

定
が
早
く
な
っ
た
。
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
汲
み
取
り
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

例
え
ば
、開
業
記
念
の
限
定
販
売
か
ら

始
ま
っ
た
一
日
乗
り
放
題
６
０
０
円
の
フ

リ
ー
切
符
。
伊
賀
神
戸
～
上
野
市
間
が
片
道

３
５
０
円
だ
か
ら
か
な
り
お
得
と
な
る
。
好
評

な
た
め
、
継
続
販
売
を
決
定
し
た
。

伊
賀
焼
の
切
符
も
あ
る
。
開
業

時
に
つ
く
っ
た
陶

板
型
、
湯

呑
み
型
、

新
年
に
販

売
し
た
絵
馬
型
の
3
種
類
。

駅
名
が
印
刷
さ
れ
、
改
札
印

を
押
す
ス
ペ
ー
ス
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。　

「
割
れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
と
か
、
改
札
印

が
押
し
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
声
が

な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も

小
さ
な
ロ
ー
カ
ル
会
社
だ
か

ら
挑
戦
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
面
白
い
切
符
だ
か
ら

買
っ
て
み
よ
う
、
乗
っ
て
み

よ
う
と
い
う
意
識
を
お
客
さ

ま
に
持
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
し
、
観
光
客
の
方
に
は
伊

賀
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
か
っ
た
」
と
宇
津
井
部

長
は
言
う
。

伊
賀
市
で
は
、
春
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
「
伊
賀
上
野
Ｎ
Ｉ

Ｎ
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
」
に
、
今

年
か
ら
伊
賀
鉄
道
を
使
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
忍
者
関
連
イ
ベ

ン
ト
を
組
み
込
み
、
開
催
し

た
。
期
間
中
、忍
者
衣
装（
市

が
貸
し
出
し
）
を
着
て
い
る

人
は
一
定
区
間
を
無
料
で
乗

車
で
き
る
ほ
か
、
高
校
生
の
忍
者
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
に
よ
る
観
光
放
送
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る

ク
イ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
た
。

上
野
市
駅
で
忍
者
衣
装
の
親
子
連
れ
を

見
か
け
た
。「
地
域
密
着
型
企
業
」
の
駅
舎

に
は
、
楽
し
げ
で
な
ご
や
か
な
空
気
が
満

ち
て
い
た
。

観
光
を
キ
ー
ワ
ー
ド
し
た
振
興
策

市
民
も
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
地
域

の
鉄
道
を
応
援
す
る
。
伊
賀
鉄
道
の
誕
生
と

共
に
結
成
さ
れ
た
の
が
「
伊
賀
鉄
道
友
の
会

（
通
称
・
伊
賀
線
応
援
団
）」
で
、「
地
域
の
重

要
な
交
通
機
関
で
観
光
資
源
で
も
あ
る
伊
賀

鉄
道
を
側
面
か
ら
支
え
る
」
の
が

ね
ら
い
。
市
民
有
志
が
集
ま
っ
て

発
足
し
た
。

昨
年
の
12
月
の
旗
揚
げ
行
事
で

は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
車
内
を

彩
り
電
車
内
で
ラ
イ
ブ
演
奏
を
行

う
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
た
。以
来
、駅
の
花
壇
の
手
入
れ

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
沿
線

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、﹃
伊
賀
線
応
援
通

信
﹄
の
発
行
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
会
員
数
も
３
０
０
人
を
超
え
た
。

伊
賀
鉄
道
友
の
会
会
長
で
、
伊
賀
上
野
観

光
協
会
副
会
長
で
も
あ
る
池
澤
基
善
氏
は「
伊

賀
線
は
我
々
に
と
っ
て
宝
物
」
だ
と
、
そ
の

思
い
を
語
る
。

「
我
々
、
伊
賀
上
野
出
身
の
人
間
は
み
な
、

伊
賀
線
が
走
る
と
い
う
原
風
景
を
持
っ
て
い

宇津井隆男鉄道営業部長

伊賀鉄道友の会　池澤基善会長

伊
賀
焼
の
切
符
も
あ
る
。
開
業

時
に
つ
く
っ
た
陶

さ
れ
た
。

上
野
市
駅
で
忍
者
衣
装
の
親
子
連
れ
を

見
か
け
た
。「
地
域
密
着
型
企
業
」
の
駅
舎

に
は
、
楽
し
げ
で
な
ご
や
か
な
空
気
が
満

ち
て
い
た
。

を
一
緒
に
載
せ
た
便
利
な
時
刻
表
も
制
作
し

て
い
る
。

伊
賀
鉄
道
の
電
車
は

間
帯
に
は
現
在
の
設
備

の
限
界
で
あ
る
毎
時
３
往

復
で
運
行
し
て
い
る
。
ま

た
、
伊
賀
鉄
道
へ
の
運
営
移

伊賀神戸駅
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ま
す
。
伊
賀
線
は
単
な
る
輸
送
手
段
で
は
な

く
、
共
通
の
宝
物
。
た
だ
、ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
だ

け
で
伊
賀
線
を
残
し
て
お
き
た
い
と
言
う
の

で
は
今
の
時
代
、
通
用
し
ま
せ
ん
。
伊
賀
線

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
、
伊
賀
上
野
に

経
済
的
な
効
果
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

伊
賀
上
野
は
忍
者
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
だ

け
で
は
な
く
、
上
野
城
が
あ
っ
た
城
下
町
で

あ
り
、
江
戸
時
代
の
俳
人
・
松
尾
芭
蕉
の
ふ

る
さ
と
で
も
あ
る
。
山
間
の
里
に
、
日
本
文

化
の
香
り
高
い
町
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
ま
っ
て

い
る
、
と
い
う
印
象
だ
。
の
ん
び
り
散
策
を

楽
し
め
る
徒
歩
圏
内
に
観
光
施
設
が
多
い
。

「
伊
賀
線
は
伊
賀
文
化
の
一
つ
。
伊
賀
線

を
応
援
す
る
こ
と
は
、
伊
賀
文
化
を
盛
り
立

て
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。﹃
マ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
﹄﹃
マ
イ
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
﹄
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」（
池
澤
会
長
）

観
光
施
策
に
力
を
入
れ
、
伊
賀
を
訪
れ
た

人
に
鉄
道
に
乗
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
具
体
的

な
方
策
に
つ
い
て
は
、「
三
位
一
体
」
で
模
索

し
て
い
る
最
中
だ
。
現
在
、
そ
の
一
つ
の
方

法
と
し
て
、
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
自
宅
か
ら
乗
っ

て
き
た
車
を
駅
近
辺
に
整
備
さ
れ
た
駐
車
場

に
止
め
、
電
車
に
乗
っ
て
目
的
地
に
出
向
く

と
い
う
の
が
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
だ
が
、

最
近
で
は
、
道
が
狭
い
な
ど
の
理
由
で
車
で

回
る
の
に
不
向
き
な
観
光
地
で
採
用
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

山
里
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
こ
の
土
地

は
、
実
は
意
外
に
名
阪
国
道
が
近
く
、
マ
イ

カ
ー
で
訪
れ
る
観
光
客
が
多
い
。

「
マ
イ
カ
ー
で
伊
賀
に
立
ち
寄
っ
た
観
光

客
に
、そ
こ
か
ら
は
車
を
停
め
て
電
車
で
回
っ

て
も
ら
う
。
そ
の
た
め
の
駐
車
場
を
、
伊
賀

市
と
相
談
し
て
準
備
し
て
い
る
最
中
」（
宇
津

井
部
長
）
だ
と
言
う
。

若
い
世
代
の
共
感
を
呼
び
起
こ
す

と
こ
ろ
で
、
市
民
サ
イ
ド
の
キ
ー
マ
ン
の
一

人
に
、
大
学
生
の
森
喜
駿
さ
ん
が
い
る
。
森

喜
さ
ん
は
上
野
高
校
1
年
に
在
学
中
、
伊
賀

線
の
活
性
化
を
目
指
し
て
鉄
道
同
好
会
を
立

ち
上
げ
た
。
伊
賀
鉄
道
開
業
を
記
念
し
て
電

車
前
部
に
取
り
付
け
た
新
し
い
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
や
一
日
フ
リ
ー
切
符
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
同
好

会
が
手
が
け
た
も
の
だ
。ま
た
、
同
志
社
大
学

に
進
学
し
た
森
喜
さ
ん
は
、
他
大
学
の
鉄
道

研
究
会
と
の
絆
を
深
め
、
昨
年
、
伊
賀
市
内

で
初
め
て
の
鉄
道
博
覧
会
を
実
現
さ
せ
た
。

「
近
鉄
か
ら
伊
賀
鉄
道
へ
の
移
行
が
ス
ム
ー

ズ
だ
っ
た
た
め
、
鉄
道
が
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
市
民
の
危
機
感
は
、
薄
か
っ
た

よ
う
に
思
う
。
鉄
道
同
好
会
や
伊
賀
鉄
道
友

の
会
と
一
緒
に
、
今
後
は
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
市
民
が
参
加
で
き
る
入
り
口
の
広
い
活
動

を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。　

　

ま
た
、
森
喜
さ
ん
も
、
鉄
道
を
組
み
込
ん

だ
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
立
て
、
伊
賀
の

町
を
盛
り
立
て
て
い
き
た
い
と
話
す
。
駅
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
つ
く
る
、親
し
み
や
す
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
つ
く
る
、
伊
賀
の
名
産
を
使
っ

た
駅
弁
を
販
売
す
る―

―
ア
イ
デ
ア
は
次
々

と
湧
い
て
く
る
。
伊
賀
市
民
の
原
風
景
の
象

徴
で
あ
る
伊
賀
鉄
道
が
、
若
い
世
代
の
共
感

を
呼
び
起
こ
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
な
観
光
資

源
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
日
を
予
感
さ
せ
る
。

4
月
27
日
、
2
回
目
と
な
る
鉄
道
博
覧
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
自
体
は
、
関

西
地
域
の
大
学
・
高
校
の
鉄
道
研
究
会
や
同

好
会
が
研
究
発
表
を
行
う
も
の
で
、
昨
年
は

商
店
街
の
建
物
内
で
開
催
さ
れ
た
が
、
今
年

は
伊
賀
鉄
道
が
共
催
し
て
自
社
の
車
庫
を
開

放
し
た
。
来
場
者
が
１
０
０
０
人
を
超
え
る

盛
況
ぶ
り
で
、
伊
賀
鉄
道
に
と
っ
て
も
初
め
て

の
記
念
す
べ
き
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

伊
賀
鉄
道
車
両
内
で
は
各
校
が
研
究
発
表

を
行
っ
て
い
る
。
伊
賀
鉄
道
制
服
を
着
用
し

電
車
正
面
で
写
真
を
撮
る
撮
影
会
、
車
掌
体

験
や
鉄
道
部
品
販
売
、
車
庫
見
学
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
や
鉄
道
フ
ァ
ン
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

忍
者
衣
装
姿
の
親
子
連
れ
も
多
い
。

博
覧
会
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、会
場
の
外

も
散
策
す
る
。町
を
歩
き
、町
を
楽
し
む
。
静

か
な
町
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
賑
わ
い
が
満
ち
て

い
く
。
喧
騒
で
は
な
く
賑
わ
い
の
あ
る
町
、
町

の
活
性
化
を
目
指
し
て―

―

「
三
位
一
体
」

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
伊
賀
鉄
道
は
走
り
出
し
た

ば
か
り
だ
。

森喜 駿さん

鉄道ファンはもちろん大勢の市民が訪れた「鉄道博覧会 in 伊賀 2008」
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鉄
道
人
と
し
て
の
言
葉
を
受
け
て
決
意

―
―

近
鉄
伊
賀
線
が
存
続
問
題
に
揺
れ
た

時
、
今
岡
市
長
が
感
動
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
っ
た
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

今
岡　

伊
賀
市
は
、
平
成
16
年
に
6
市
町

村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
市
で
、
旧
上
野
市

の
中
心
を
貫
い
て
走
っ
て
い
る
の
が
伊
賀
鉄

道
で
す
。
近
鉄
さ
ん
は
鉄
道
だ
け
で
は
な
く
、

三
重
県
各
地
域
で
不
動
産
開
発
を
進
め
て
お

り
、
も
と
も
と
地
元
行
政
と
お
話
し
す
る
機

会
が
多
い
。
毎
年
伊
賀
線
は
こ
れ
だ
け
の
赤

字
が
出
る
と
い
う
お
話
も
、
実
は
か
ね
て
よ

り
お
聞
き
し
て
い
ま
し
た
。

「
現
状
で
は
存
続
は
難
し
い
」
と
い
う
、

正
式
な
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
は
、
私
が
上

野
市
長
を
務
め
て
い
た
平
成
16
年
3
月
で

す
。
そ
れ
ま
で
地
元
と
し
て
は
、
の
ん
び
り

構
え
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

大
阪
の
近
鉄
本
社
に
出
向
き
、
山
口
昌
紀

社
長
（
当
時
・
現
会
長
）
に
存
続
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
時
期

的
に
近
鉄
さ
ん
が
球
団
を
手
放
す
前

後
の
頃
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
時
、
社
長
が
関
西
弁
で
は
っ

き
り
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

「
わ
し
と
こ
は
鉄
道
屋
や
。
球
団
は

手
放
し
て
も
、
鉄
道
は
守
る
」。
そ
の

鉄
道
に
か
け
る
情
熱
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
、
単
な
る
情
熱
で
は
な
く
「
鉄

道
は
安
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
信
念
を
根
っ
こ
に
持
つ
、
熱
い

想
い
を
感
じ
ま
し
た
。
真
剣
味
と
言

う
の
で
し
ょ
う
か
、
鉄
道
人
と
し
て
の
説
得

力
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
一
も
二
も
な
く
、

そ
の
言
葉
を
信
じ
て
い
こ
う
と
、
腹
を
決
め

た
の
で
す
。

存
続
の
た
め
に
地
元
と
し
て
も
協
力
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
、
近
鉄

さ
ん
と
私
ど
も
自
治
体
、
国
と
で
議
論
を
開

始
し
ま
し
た
。
利
用
客
の
問
題
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
沿
線
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
協
議
会

を
組
織
し
、
会
議
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
ま
し
た
。

―
―

新
し
い
形
に
よ
る
上
下
分
離

を
導
入
し
、
安
全
な
鉄
道
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
岡　

行
政
は
得
て
し
て
「
鉄
道

会
社
に
任
せ
て
お
け
ば
い
い
」「
補

助
を
出
せ
ば
い
い
」
と
い
う
態
度

を
取
り
が
ち
で
す
。
私
ど
も
は
そ

う
で
は
な
く
、
お
互
い
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
助
け
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
が
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
会
議
に
上
っ
た
大

き
な
課
題
は
す
べ
て
解
決
し
、
新
体
制
に
移

行
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

運
賃
問
題
な
ど
、
大
手
鉄
道
会
社
な
ら
で

は
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
新
会

社
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
改
定
し
ま
し
た
。

人
員
コ
ス
ト
も
同
様
で
す
。
駅
務
員
な
ど

は
、
近
鉄
の
Ｏ
Ｂ
の
方
に
手
伝
っ
て
も
ら
う

な
ど
し
て
、
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

代
わ
り
、
線
路
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
安
全
」
の

基
盤
と
な
る
部
分
は
近
鉄
さ
ん
が
担
当
す
る
。

近
鉄
さ
ん
と
い
う
大
手
鉄
道
会
社
に
安
全
を

守
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
治
体
も
利
用
者

も
非
常
に
安
心
で
き
ま
す
。

住
民
に
よ
る
「
残
す
」
努
力
に
感
謝

―
―

市
と
し
て
は
、
伊
賀
鉄
道
株
式
会
社
に

対
し
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

今
岡　

資
本
金
５
０
０
０
万
円
の
う
ち
、

２
％
の
株
式
を
伊
賀
市
が
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
平
均
し
て
毎
年
2
億
円

INTERVIEWINTERVIEWINTERVIEW

上野市駅前に立つ芭蕉像。

鉄道事業者任せではなく、

地域の甲斐性で
助け合いたい。
伊賀線は「伊賀市の背骨」とも喩えられる。
伊賀線を無くしてしまうことなど考えられない。
背骨をきっちり守った伊賀市は、
次の段階である伊賀鉄道を組み込んでの地域振興、
駅前活性化プランに着手している。

伊賀市長

今岡睦之
Mutuyuki IMAOKA
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壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、

沿
線
の
駅
付
近
に
菜
種
油
の
販
売
所
が
あ
っ

た
り
、
青
空
市
を
開
催
し
た
り
、
そ
ん
な
楽

し
み
が
あ
れ
ば
、
都
会
の
人
が
わ
ざ
わ
ざ
乗

り
に
来
て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
か
な
と
い

う
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

―
―

上
野
市
駅
前
は
再
開
発
の
お
話
が
あ
る

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

今
岡　

中
心
市
街
地
の
疲
弊
と
伊
賀
線
の
衰

退
は
連
動
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
旧
上
野

市
の
大
き
な
行
政
課
題
だ
っ
た
の
で
す
が
、

こ
こ
に
来
て
具
体
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

計
画
と
し
て
は
、
上
野
市
駅
前
に
多
目
的

広
場
を
つ
く
り
、
付
近
に
地
下
１
階
、
地
上

５
階
の
ビ
ル
を
建
設
し
ま
す
。
多
目
的
広
場

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ビ
ル

に
は
伊
賀
市
の
名
産
品
を
一
堂
に
販
売
す
る

場
所
を
つ
く
る
。
駅
前
に
人
が
集
ま
る
た
め

の
環
境
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

伊
賀
市
は
古
い
歴
史
を
持
つ
城
下
町
で
、

豊
か
な
観
光
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
も
の
の
周
知
を
図
っ
て
旅
客
を
誘
致

し
、
電
車
に
乗
る
人
た
ち
を
少
し
で
も
増
や

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぐ
ら
い
の
赤
字
が
出
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
今
後
10
年
間
、
市
か
ら
は
５
０
０
０
～

６
０
０
０
万
円
、
合
計
で
５
億
４
５
０
０
万

円
を
補
助
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
隣
の
名
張
市
と
伊
賀
市
の
広
域
行

政
を
行
う
「
伊
賀
市
名
張
市
広
域
行
政
事
務

組
合
」
か
ら
、
21
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
合

計
６
０
０
０
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

鉄
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
使
用
し

て
い
る
車
両
は
ど
れ
も
製
造
か
ら
30
～
40
年

が
経
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
車
両
に
つ
い
て

は
、
伊
賀
市
と
し
て
も
更
新
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

補
助
イ
コ
ー
ル
お
金
と
い
う
部
分
が
も
ち

ろ
ん
ほ
と
ん
ど
な
の
で
す
が
、
山
口
社
長
の

言
葉
に
私
自
身
感
動
し
ま
し
た
し
、
地
域
と

し
て
も
自
分
た
ち
の
甲
斐
性
で
で
き
る
応
援

は
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
も
大
き
か
っ
た
の
で
す
ね
。

今
岡　

市
民
全
員
の
理
解
と
協
力
と
言
っ
て

い
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金

を
使
う
わ
け
で
す
が
、
私
が
各
地
区
で
行
う

行
政
の
説
明
会
で
伊
賀
線
に
対
す
る
補
助
に

つ
い
て
お
話
し
し
て
も
、
不
満
や
反
対
は
ほ

と
ん
ど
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
沿
線
住
民
の
方

は
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
沿
線
以
外

の
方
に
と
っ
て
も
伊
賀
線
は
「
伊
賀
市
の
背

骨
」
で
あ
る
と
し
っ
か
り
認
識
さ
れ
て
い
る
。

「
背
骨
を
大
事
に
」
と
い
う
市
民
の
お
気
持

ち
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―

存
続
し
続
け
る
た
め
に
は
、
利
用
促
進

も
必
要
で
す
ね
。

今
岡　

伊
賀
市
は
面
積
が
広
く
、
企
業
な
ど

の
勤
務
先
が
分
散
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ほ
と

ん
ど
が
マ
イ
カ
ー
通
勤
で
す
。
ま
た
、
60
～

70
代
の
方
々
も
車
を
利
用
さ
れ
ま
す
か
ら
、

鉄
道
や
バ
ス
の
な
ど
の
公
共
交
通
の
利
用
者

は
減
少
す
る
ば
か
り
で
す
。

そ
れ
で
も
伊
賀
線
の
廃
止
問
題
が
出
た

時
、
沿
線
自
治
会
な
ど
に
よ
る
「
伊
賀
線
活

性
化
協
議
会
」
が
で
き
、
現
在
も
伊
賀
線
を

元
気
に
し
よ
う
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
伊
賀
線
応
援

団
と
し
て
「
伊
賀
鉄
道
友
の
会
」
も
で
き
て

い
ま
し
て
、
沿
線
以
外
の
会
員
の
方
も
多
い

よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
も
個
人
会
員
と

し
て
入
会
し
て
い
ま
す
。

嬉
し
い
の
は
、
若
い
方
々
が
中
心
に
な
っ

て
積
極
的
に
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
活
動
を

し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
ね
。
彼
ら
の
柔
軟
な

思
考
と
パ
ワ
ー
は
、
行
政
に
は
と
て
も
思
い

つ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
く
れ
ま
す
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
も
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
今
年
の
「
伊
賀
上
野
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ

フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
開
催
期
間
中
の
土
・
日
・

祭
日
に
伊
賀
鉄
道
の
車
掌
を
務
め
て
「
次
は

何
々
駅
で
ご
ざ
る
」
な
ん
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
愛
着

を
持
っ
て
地
元
の
鉄
道
を
守
ろ
う
と
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
て
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。

行
政
が
推
進
す
る
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
―

行
政
側
で
の
企
画
は
い
か
が
で
す
か
。

今
岡　

伊
賀
鉄
道
が
走
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

農
村
地
域
が
大
半
で
す
か
ら
、今
年
か
ら
「
菜

の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
休
耕
田
に
菜
の
花
を
植
え
て
も

ら
う
。
春
に
は
菜
の
花
が
満
開
で
、
菜
の
花

を
見
に
来
て
も
ら
う
企
画
も
で
き
る
。
菜
の

花
か
ら
は
菜
種
油
を
つ
く
り
、
農
家
の
収
入

に
な
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
使
用
済
み
の
菜
種
油
を
回
収
す
る

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、
回
収
し
た
油
か
ら
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
生
成
、
農
家
の
ト

ラ
ク
タ
ー
の
燃
料
に
使
っ
て
も
ら
う
。

昭和 10 年に復興された伊賀上野城。白鳳城の別名を持つ。

鉄道利用を呼びかける幟があちこちに。

忍者の里にちなみデザインされた「くノ一」電車。
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地
方
鉄
道
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

沿
線
に
お
け
る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
自
動
車
交
通
へ
の
過
度
の
依
存
な
ど
に

よ
っ
て
、
地
方
鉄
道
の
輸
送
人
員
が
減
少
し

続
け
て
い
る
。
昭
和
62
年
か
ら
平
成
17
年
ま

で
の
18
年
間
の
輸
送
人
員
は
、
全
国
平
均
で

約
19
％
の
減
少
だ
が
、
中
に
は
約
50
～
70
％

減
少
し
た
鉄
道
事
業
者
も
あ
る
。

鉄
道
事
業
法
が
改
正
さ
れ
、
鉄
道
事
業

へ
の
参
入
・
退
出
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
平
成

12
年
度
以
降
、
す
で
に
全
国
で
25
路
線
、
約

５
７
４
㎞
の
鉄
道
路
線
が
廃
止
さ
れ
た
。
廃

止
さ
れ
た
路
線
は
、
中
小
の
地
方
鉄
道
路
線

だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
４
割
強
を
大
手
鉄
道

事
業
者
の
支
線
が
占
め
て
い
る
。
地
方
鉄
道

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
事
業
規
模
に
か

か
わ
ら
ず
、
事
業
者
の
自
助
努
力
だ
け
で
は

乗
り
切
れ
な
い
段
階
に
達
し
て
い
る
。

「
利
用
者
の
長
期
逓
減
傾
向
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
以
上
、
地
方
鉄
道
の
経
営
環
境

は
な
お
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。
す
で
に
事
業
者
の
経
営
努
力
も
限
界
に

近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
地
方
鉄
道
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
地
方
鉄
道
を
支
え
る
大
き
な
仕

組
み
、
抜
本
的
な
対
応
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
」

地
域
に
と
っ
て
の
鉄
道
の
価
値
は
、
事
業

の
採
算
性
だ
け
で
評
価
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
鉄
道
は
、
地
域
の
社
会
基
盤
と
し
て
存

在
し
て
き
た
。

「
地
域
に
と
っ
て
鉄
道
が
必
要
な
の
か
ど

う
か
。
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
自
治
体
や
地
域
住
民
、
沿
線
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
相
互
に
連
携
し
な

が
ら
、
鉄
道
事
業
者
と
と
も
に
、
鉄
道
の
維

持
・
活
性
化
に
取
り
組
む
。
今
後
、
地
方
鉄

道
が
存
続
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
が
で

き
る
か
ど
う
か
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る

と
考
え
ま
す
」

地
域
に
と
っ
て
の
鉄
道
の
価
値
を
、
地
域

が
支
え
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

「
経
営
悪
化
の
一
番
の
要
因
は
、
需
要
の

減
少
で
す
。
最
も
基
本
的
な
こ
と
と
し
て
望

ま
れ
る
の
は
、
鉄
道
を
利
用
し
て
鉄
道
を
残

そ
う
と
い
う
気
持
ち
を
地
域
の
一
人
ひ
と
り

が
持
つ
こ
と
で
す
。

鉄
道
の
存
続
自
体
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、

地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る

鉄
道
輸
送
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
鉄
道
の
利
用
を
促

進
す
る
こ
と
が
第
一
に
必
要
で
す
。

地
域
の
一
人
ひ
と
り
の
毎
日
の
暮
ら
し
に
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
、
観
光
振
興

に
、
鉄
道
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
地
域

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
」　

平
成
15
年
に
廃
止
届
が
出
さ
れ
た
後
に
地

元
地
域
が
事
業
継
承
会
社
を
確
保
し
、
存
続

後
の
事
業
運
営
へ
の
財
政
支
援
等
を
行
っ
た

和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線
は
そ
の
好
例
だ
。
貴

志
川
特
産
の
「
い
ち
ご
」
を
テ
ー
マ
に
、
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
車
両
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
実
施
。
こ
の
い
ち
ご
電
車
の
導
入
と
駅

長
に
猫
の
「
た
ま
」
を
任
命
す
る
な
ど
の
話

題
づ
く
り
で
、
観
光
を
切
り
口
と
し
た
利
用

促
進
を
図
り
、
利
用
者
数
の
増
加
を
実
現
し

て
い
る
。
平
成
19
年
１
月
の
貴
志
川
線
の
利

用
者
数
は
対
前
年
同
月
比
で
７
％
増
を
記
録

平
成
19
年
10
月
、「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
。
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共
交
通

の
活
性
化
・
再
生
を
図
る
地
域
の
取
り
組
み
を
、
国
が
総
合

的
に
支
援
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
さ
ら
に
、地
方
鉄
道
の
再
生・

活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
総
合
的
か
つ
強
力
な
支
援

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
国
土
交
通
省
は
同
法
で
定

め
ら
れ
た
地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
に
「
鉄
道
事
業
再
構
築

事
業
」
を
新
た
に
加
え
る
関
連
法
案
を
今
国
会
に
提
出
、
こ

の
ほ
ど
成
立
し
た
。

地
方
鉄
道
の
存
続
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
法
制
度
な
の
か

―
―

国
土
交
通
省
鉄
道
局
都
市
鉄
道
課 

濱
勝
俊
課
長
に
お
話

を
う
か
が
っ
た
。

国土交通省 鉄道局
都市鉄道課長

濱 勝俊
Katsutoshi HAMA

「
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
」の
新
設

地
方
鉄
道
の

再
生･
活
性
化
を

総
合
的
に
支
援
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し
た
。

「
沿
線
住
民
に
と
ど
ま
ら
ず
観
光
客
も
含

め
て
需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
、
地
域
の

再
生
・
活
性
化
と
一
体
と
な
っ
た
鉄
道
を
支

え
る
取
り
組
み
が
、
ま
ず
、
第
一
に
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

二
つ
目
が
、
鉄
道
事
業
特
有
の
コ
ス
ト
構

造
の
見
直
し
だ
。
鉄
道
事
業
は
他
の
交
通

モ
ー
ド
と
異
な
り
、
土
地
や
線
路
、
駅
施

設
等
の
イ
ン
フ
ラ
を
運
行
事
業
者
が
一
体
で

保
有
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
鉄
道
事
業
者
の
コ
ス
ト
構
造
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
施
設
の
保
有
に
か
か
わ
る
経

費
の
占
め
る
割
合
が
非
常
に
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

地
方
鉄
道
90
社
の
平
成
17
年
度
の
決
算
を

見
る
と
、
維
持
管
理
費
や
減
価
償
却
費
等
、

施
設
保
有
に
か
か
わ
る
経
費
は
約
46
％
を
占

め
る
。
運
輸
費
等
、
輸
送
に
直
接
必
要
な
経

費
は
約
45
％
、
一
般
管
理
費
な
ど
そ
の
他
の

経
費
は
約
９
％
と
い
う
内
訳
だ
。
こ
の
比
率

は
、
鉄
道
事
業
者
が
取
り
組
ん
で
き
た
ワ
ン

マ
ン
化
・
無
人
化
等
の
人
件
費
の
削
減
対
策

に
よ
り
相
対
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
昭
和

60
年
度
の
約
38
％
と
比
較
す
る
と
８
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

「
鉄
道
も
他
の
交
通
モ
ー
ド
と
同
様
に
イ

ン
フ
ラ
に
か
か
る
コ
ス
ト
、
こ
れ
を
ゼ
ロ
に
す

る
と
ど
う
な
の
か
。
試
算
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
鉄
道
事
業
者
が
運
賃
収
入
で
経
費
を
賄

い
、
事
業
継
続
が
可
能
に
な
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
」

平
成
17
年
度
決
算
に
お
い
て
、
地
方
鉄
道

90
社
の
約
70
％
が
営
業
赤
字
だ
が
、
仮
に
施

設
保
有
に
か
か
わ
る
経
費
を
除
い
て
収
支
状

況
を
試
算
し
て
み
る
と
、
全
体
の
約
90
％
の

事
業
者
が
黒
字
に
転
じ
る
と
い
う
結
果
が
出

た
。
施
設
保
有
に
か
か
わ
る
経
費
を
事
業
者

か
ら
切
り
離
し
、
例
え
ば
自
治
体
等
、
別
の

主
体
が
当
該
経
費
を
負
担
す
る
上
下
分
離
方

式
を
導
入
す
れ
ば
、
赤
字
に
苦
し
む
地
方
鉄

道
も
自
立
的
に
事
業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

「
今
国
会
で
成
立
し
た
関
連
法
案
は
、
地

域
の
支
援
と
事
業
構
造
の
変
更
、
こ
の
ふ
た

つ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
制
度
的
な
枠
組
み

を
き
ち
ん
と
整
備
す
る
こ
と
が
基
本
に
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
成
立
し
た
［
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
］
に

定
め
ら
れ
た
地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
の
中

に
、
新
た
に
“
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
”
を

追
加
し
、
頑
張
る
地
域
と
鉄
道
事
業
者
を
重

点
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
、
そ
の
目
的
と
し

て
い
ま
す
」

鉄
道
事
業
の
再
構
築
に
向
け
て

［
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
］
の
概
要
は
、

①�

市
町
村
は
、
公
共
交
通
事
業
者
、
利
用
者

等
で
構
成
す
る
協
議
会
を
設
け
て
、
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
・
再
生
を
総
合
的
か

つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
「
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を
策
定
す
る
。

②�

「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
の
中

で
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
「
地
域
公

共
交
通
特
定
事
業
」
を
定
め
た
場
合
は
、

国
の
認
定
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
（
鉄

道
再
生
事
業
に
つ
い
て
は
届
出
）、
関
係

法
律
の
特
例
に
よ
る
支
援
措
置
が
規
定
さ

れ
る
。

③�

「
新
地
域
旅
客
運
送
事
業
」
の
導
入
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
関
連
交
通
事
業
法
に
か

か
わ
る
手
続
き
の
合
理
化
等
の
措
置
を
講

じ
る
。

と
な
っ
て
い
る
。

「
地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
」
に
は
、
新

型
路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
の
導
入
に
よ
り
軌

道
事
業
の
質
の
向
上
を
図
る
“
軌
道
運
送

高
度
化
事
業
”
や
バ
ス
事
業
の
質
の
向
上
を

図
る
“
道
路
運
送
高
度
化
事
業
”
の
ほ
か
、

“
海
上
運
送
高
度
化
事
業
”、“
乗
継
円
滑
化
事

業
”、
そ
し
て
地
方
鉄
道
の
存
続
廃
止
に
関

連
す
る
“
鉄
道
再
生
事
業
”
の
５
事
業
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。

“
鉄
道
再
生
事
業
”
は
、
廃
止
届
出
が
さ

れ
た
鉄
道
事
業
に
つ
い
て
、
鉄
道
事
業
者
と

地
元
自
治
体
、
住
民
等
が
公
式
協
議
の
場
を

持
ち
、
地
域
の
支
援
に
よ
る
鉄
道
再
生
計
画

を
作
成
・
実
施
す
る
場
合
に
は
、
廃
止
を
延

期
で
き
る
手
続
き
を
法
定
化
し
た
も
の
だ
。

こ
れ
に
対
し
、
新
設
さ
れ
た
“
鉄
道
事
業

再
構
築
事
業
”
は
、
廃
止
届
出
に
至
っ
て
は

い
な
い
が
継
続
が
困
難
な
鉄
道
事
業
に
つ
い

600
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0
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（年度）

（㎞） 平成１２年度以降の全国廃止路線の推移

地方鉄道のコスト構造 赤字事業者の割合

施設保有にかかわる経費の割合

昭和６０年度：約38％

平成１７年度：約46％

施
設
保
有
に
か
か
わ
る
経
費

（
維
持
管
理
費
、
減
価
償
却
費
等
）

営
業
赤
字

営
業
黒
字

営
業
黒
字

営
業
赤
字

その他の経費
（一般管理費等）

輸
送
に
直
接
必
要
な
経
費

（
運
輸
費
等
） 約46％

約70％

約10％

約90％

約30％

約45％

約9％

※地方鉄道（９０社）の平成１７年度決算より　資料：国土交通省

施
設
保
有
に
か
か
わ
る

経
費
を
除
い
た
場
合
の

収
支
状
況
（
試
算
）

現
在
の

赤
字
事
業
者
の
割
合
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“
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
”
で
は
、
関
連

の
許
認
可
を
全
部
一
括
で
取
る
こ
と
が
で
き

る
特
例
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
」

協
議
会
の
合
意
の
も
と
に
、
市
町
村
が
策

定
し
た
「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

に
基
づ
く
“
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
”
に
つ

い
て
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
て
実

施
す
る
と
き
、
特
例
と
し
て
、
事
業
に
必
要

な
許
可
等
を
一
括
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
務
手
続
き
が
簡
素
化
・
迅
速
化
し
、
計
画

の
円
滑
な
遂
行
が
支
援
さ
れ
る
わ
け
だ
。

「
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
地
元
自
治
体
に
よ

る
鉄
道
事
業
者
へ
の
支
援
方
法
を
整
理
す
る

と
、
大
き
く
３
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
方
自
治
体
が
鉄
道
施
設
を
保
有
す

る
上
下
分
離
型
を
採
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、

地
元
自
治
体
が
資
産
の
一
部
を
保
有
し
鉄
道

事
業
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、

鉄
道
事
業
者
が
全
資
産
を
保
有
し
て
い
る
が

地
元
自
治
体
が
各
種
補
助
を
実
施
し
て
鉄
道

事
業
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
ケ
ー
ス
な

ど
で
す
。

現
行
の
鉄
道
事
業
法
で
は
、
自
治
体
が
鉄

道
施
設
を
保
有
し
、
こ
れ
を
運
行
事
業
者
に

無
償
で
使
用
さ
せ
る
公
有
民
営
方
式
の
上
下

分
離
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
改
正
案
で
は
、

事
業
許
可
基
準
の
う
ち
事
業
採
算
性
等
に

か
か
わ
る
も
の
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
実
施
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
特
有
の
イ
ン
フ
ラ
・
コ
ス
ト
を
ゼ
ロ

に
す
れ
ば
９
割
の
鉄
道
事
業
者
が
黒
字
に
な

る
、
そ
れ
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
新
し
い
制

度
を
つ
く
り
ま
し
た
」

総
合
的
か
つ
重
点
的
な
支
援
措
置

て
「
計
画
を
作
成
し
て

経
営
の
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、
市
町
村
等
の

支
援
を
受
け
て
事
業
構

造
の
変
更
を
行
い
、
鉄

道
輸
送
の
継
続
を
図

る
」
こ
と
が
目
的
と
な

る
。
国
土
交
通
大
臣
に

よ
る
計
画
の
認
定
を
受

け
、
①
鉄
道
事
業
法
の

許
可
等
に
つ
い
て
、
計

画
の
認
定
に
よ
り
一
括

で
許
可
等
を
受
け
た
も

の
と
み
な
す
、
②
現
行

の
鉄
道
事
業
法
で
は
実

施
で
き
な
い
公
有
民
営

方
式
の
上
下
分
離
制
度

の
導
入
が
可
能
と
な
る

等
の
特
例
措
置
が
取
ら

れ
る
。

「
例
え
ば
、
伊
賀
鉄

道
、
養
老
鉄
道
の
場
合
は
、
近
畿
日
本
鉄
道

が
第
一
種
鉄
道
事
業
者
か
ら
第
三
種
鉄
道
事

業
者
に
事
業
変
更
し
、
上
下
分
離
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
近
鉄
が
そ
れ

ぞ
れ
の
路
線
の
第
一
種
の
廃
止
届
出
を
し
、

新
た
に
第
三
種
の
免
許
を
取
り
、伊
賀
鉄
道
、

養
老
鉄
道
を
設
立
し
て
第
二
種
を
申
請
す
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
事
業
構
造
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
現
行

上
、
複
数
の
手
続
き
を
伴
い
、
な
お
か
つ
一

括
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
時

間
も
労
力
も
か
か
り
ま
し
た
。

地域公共交通の活性化及び再生に関する
法律の一部を改正する法律

地域公共交通特定事業に、継続が困難となり、または困難となる恐れがあると認められる旅客鉄道事業について、
市町村その他の者の支援を受けつつ事業構造の変更を行うことにより輸送の維持を図るための事業 ( 鉄道事業再構築
事業 ) を追加するとともに、国土交通大臣による認定を受けた計画に定められた鉄道事業再構築事業を実施する場合
における鉄道事業法の特例等を定める。

特例措置
1. 鉄道事業法の許可等を受けな
ければならないもの等につい
て、計画の認定により一括で
許可等を受けたものとみなす
等の特例。

2. 現行の鉄道事業法では実施できない「公有民営」
方式の上下分離※について、同法における事業許
可基準のうち事業採算性等にかかわるものを適用
しないことにより、その実施を可能とする特例。
（※）地方公共団体が鉄道線路を保有し、これを運行事業者に無償で使用させるもの。

地域公共交通総合連携計画（市町村が作成）

地域公共交通特定事業に「鉄道事業再構築事業」を新たに追加

鉄道事業再構築事業

国土交通大臣による計画の認定国土交通大臣による計画の認定

市町村等と鉄道事業者が共同で計画を作成し、実施。
継続が困難、または困難となる恐れのある旅客鉄道事業を対象。

内容

経営の改善
市町村等の支援

事業構造の変更
例：上下分離

目的

当該路線における輸送の維持

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律
( 平成 19年法律第 59号 )

主務大臣 ( 国土交通大臣、総務大臣 ) は、地域公共交通の活性化及び再生を総合的、一体的かつ効率的に推進す
るための基本方針を策定。
基本方針の策定または変更にあたっては、国家公安委員会及び環境大臣に協議。

基本方針（国のガイドライン）

1. 計画の作成・実施

2. 新たな形態による輸送サービスの導入円滑化

地域公共交通のあらゆる課題について、地域にとって最適な公共交通のあり方について合意形成を図り、合意
に基づき各主体が責任を持って推進。国は、これを総合的に支援する。

協議会

公共交通事業者 道路管理者 公安委員会 利用者等の関係者

地域公共交通総合連携計画

地域公共交通特定事業

軌道運送
高度化事業

道路運送
高度化事業

海上運送
高度化事業

乗継円滑化
事業

鉄道事業
再構築事業 鉄道再生事業新

設
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財
政
面
で
の
支
援
措
置
は
ど
う
か
。

現
行
の
鉄
道
軌
道
近
代
化
設
備
整
備
費
補

助
制
度
（
近
代
化
補
助
）
は
、
赤
字
事
業
者

が
対
象
と
な
り
、
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上

の
た
め
の
施
設
・
設
備
に
対
し
て
原
則
５
分

の
１
の
補
助
と
な
っ
て
い
る
。

「
現
行
制
度
の
鉄
道
の
経
営
状
況
に
か
か

わ
る
要
件
を
見
直
し
、
地
域
と
事
業
者
が
作

成
し
た
﹃
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
﹄
に

基
づ
く
取
り
組
み
を
推
進
さ
せ
る
た
め
の
支

援
措
置
と
し
て
、
補
助
制
度
等
を
拡
充
し
て

い
ま
す
。
地
方
鉄
道
の
活
性
化
対
策
に
対
す

る
補
助
制
度
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
近
代

化
補
助
を
﹃
鉄
道
軌
道
輸
送
高
度
化
事
業
費

補
助
﹄
に
改
め
、
赤
字
要
件
も
撤
廃
し
て
補

助
率
を
３
分
の
1
に
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
国
と
地
方
自
治
体
合
わ
せ
て
３

分
の
２
が
公
的
資
金
で
賄
え
る
こ
と
に
な
り
、

事
業
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
」

地
方
自
治
体
に
対
す
る
財
政
支
援
制
度
も

新
た
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
公
有
民
営
型
上

下
分
離
導
入
の
際
に
は
、
起
債
等
の
地
方
財

政
措
置
が
取
ら
れ
る
ほ
か
、
財
政
負
担
に
応

じ
て
地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
る
。

税
制
特
例
と
し
て
は
、
不
動
産
取
得
税
を

非
課
税
に
、
登
録
免
許
税
が
所
有
権
の
移

転
登
録
に
つ
い
て
は
１
０
０
０
分
の
20
か
ら

１
０
０
０
分
の
８
に
、
地
上
権
・
貸
借
権
の

移
転
登
記
に
つ
い
て
は
１
０
０
０
分
の
10
か

ら
１
０
０
０
分
の
４
に
、
さ
ら
に
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
課
税
標
準
が

５
年
間
、
４
分
の
1
に
減
税
さ
れ
る
。

さ
ら
に
老
朽
化
対
策
に
対
す
る
補
助
制
度

と
し
て
、
費
用
の
３
分
の
1
が
補
助
さ
れ
る

「
鉄
道
施
設
総
合
安
全
対
策
事
業
費
補
助
」

が
新
設
さ
れ
る
。

「
こ
こ
ま
で
は
国
土
交
通
省
の
鉄
道
局
の

予
算
に
な
り
ま
す
が
、
総
合
政
策
局
の
予
算

で
は
﹃
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総
合

事
業
費
補
助
﹄
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

協
議
会
を
事
業
主
体
と
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
と
い
う
も
の
で
、
鉄
道
の
利
用
促
進
に

資
す
る
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み
や
地
域
振
興

に
役
立
つ
車
両
や
駅
舎
の
整
備
等
に
対
し
て

２
分
の
1
か
ら
３
分
の
１
を
補
助
す
る
制
度

で
す
。
そ
の
他
に
も
、駅
前
広
場
の
整
備
等
、

公
共
事
業
の
枠
組
み
の
中
で
、
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
て
い
け

る
部
分
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

地
域
と
鉄
道
が
一
体
と
な
っ
て

“
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
”
の
新
設
で
、

公
有
民
営
型
上
下
分
離
導
入
の
法
制
度
が
整

え
ら
れ
た
が
、
こ
の
支
援
措
置
の
枠
組
み
は
、

も
ち
ろ
ん
自
治
体
が
第
三
種
鉄
道
事
業
者
と

な
る
場
合
に
限
っ
て
の
も
の
で
は
な
い
。

「
自
治
体
が
鉄
道
施
設
を
持
つ
と
い
っ
て

も
、
自
治
体
自
体
が
非
常
に
厳
し
い
環
境
下

に
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
民
ベ
ー
ス
で
持
て

る
も
の
は
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

近
鉄
の
伊
賀
線
、
養
老
線
の
よ
う
な
事
例

も
あ
り
ま
す
。
赤
字
の
支
線
を
企
業
努
力
で

支
え
て
き
た
が
、
や
む
な
く
廃
止
を
も
検
討

す
る
段
階
に
入
っ
て
き
た
。
地
域
と
議
論
を

重
ね
、
地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
た
上
で
、

事
業
構
造
を
変
更
し
、
存
続
さ
せ
た
。
事
業

者
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
努
力
を
重
ね
て

き
た
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
し
い
制

度
の
支
援
対
象
に
十
分
な
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
」

“
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
”
は
、
地
域
の

公
共
交
通
で
あ
る
地
方
鉄
道
を
、
地
域
が

し
っ
か
り
と
支
え
て
い

く
仕
組
み
を
つ
く
る
た

め
に
必
要
な
関
係
法
律

の
特
例
措
置
を
規
定

し
、
充
実
し
た
財
政
支

援
制
度
の
施
行
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。

「［
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
］
に
基
づ
く

﹃
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
﹄
の
基
本
的

な
枠
組
み
は
、
協
議
会

を
つ
く
り
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
公
共
交
通

の
活
性
化
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
も

の
で
す
。
そ
こ
に
地
方

鉄
道
の
活
性
化
・
再
生

を
目
的
と
し
た
“
鉄
道

事
業
再
構
築
事
業
”
を

一
部
改
正
で
追
加
し
、

頑
張
る
地
域
と
鉄
道
事

業
者
を
、
総
合
的
に
、

重
点
的
に
支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
国

の
方
針
で
す
。
鉄
道
を
、
暮
ら
し
や
地
域
の

発
展
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

し
て
再
認
識
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
に
活

か
し
て
い
く
。
鉄
道
事
業
者
に
よ
る
経
営
改

善
努
力
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
地
域
で

し
っ
か
り
と
鉄
道
を
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く

る―
―

支
援
制
度
を
活
用
し
、
地
域
の
鉄
道

を
ぜ
ひ
活
性
化
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

支援措置の創設

認定認定

赤字の鉄道事業者の
近代化投資支援

①地方鉄道の
　活性化対策
「鉄道軌道近代化設備
整備費補助」
・補助率：原則１／５
・赤字事業者が対象

②地方鉄道の
　老朽化対策

現状 今後

考
え
方

支
援
措
置

「頑張る地域・事業者」を重点的に支援

「鉄道施設総合安全対策事業費補助」
補助率：１／３

鉄道事業再構築実施計画 （地域と事業者が合力して作成）

新
設 （鉄道安全対策関連の公共事業を統合・拡充）

「鉄道軌道輸送
高度化事業費補助」

（名称変更）

赤字要件の撤廃

補助率
嵩上げ：
1／３（一律）

拡
充

要件見直し

「地域公共交通活性化・
再生総合事業費補助」

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
の
関
連

補 助 率：１／２～１／３
対象設備：待合環境整備、
イベント列車、ソフト事業　等

地方財源（起債等）
税制特例

新
設

新
設

地域公共交通活性化・再生法関連 他事業と
連携
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複
雑
な
構
造
が
利
用
者
の
ネ
ッ
ク
に

横
浜
駅
に
は
、
日
本
一
多
く
の
鉄
道
事
業
者

（
東
京
急
行
電
鉄
、
京
浜
急
行
電
鉄
、
相
模
鉄
道
、

横
浜
高
速
鉄
道
、
横
浜
市
交
通
局
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
６
社
局
）
が
乗
り
入
れ
て
い
る
。
１
日
の
乗
降

客
数
も
、
新
宿
、
池
袋
、
渋
谷
に
次
い
で
首
都

圏
４
位
の
２
０
０
万
人
を
数
え
る
日
本
有
数
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
だ
。

し
か
し
、
駅
構
内
が
地
下
５
階
か
ら
地
上
２
階

ま
で
重
層
化
し
て
い
る
う
え
に
、
東
西
を
結
ぶ
通

路
と
南
北
を
結
ぶ
通
路
が
違
う
階
に
あ
る
な
ど
、

複
雑
な
空
間
構
造
を
し
て
い
る
た
め
、
ル
ー
ト
の

把
握
が
難
し
い
と
い
う
利
用
者
か
ら
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
き
に
は
「
横
浜
駅
で

迷
っ
た
こ
と
の
な
い
人
は
い
な
い
」
な
ど
と
揶
揄

さ
れ
る
ほ
ど
で
、
こ
の
こ
と
は
、
視
覚
障
害
者
や

ベ
ビ
ー
カ
ー
・
車
い
す
使
用
者
、
高
齢
者
に
と
っ

て
は
、
さ
ら
に
重
荷
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
東
京
急
行
電
鉄
、
京
浜
急
行
電
鉄
、

相
模
鉄
道
の
３
社
を
含
む
「
横
浜
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
作
成
委
員
会
」
は
、
視
覚
障
害
者
の

た
め
に
点
字
と
触
地
図
の
技
法
を
導
入
し
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
・
車
い
す
使
用
者
、
高
齢
者
な
ど
に
も

必
要
な
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
駅
案
内
図
「
横
浜
駅

さ
わ
る
地
図 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
企
画
・

製
作
。
４
月
か
ら
配
布
を
開
始
し
た
。

鉄
道
整
備
の
新
し
い
方
向
性
を
検
討

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
の
一
人
、
相
模

鉄
道
株
式
会
社
鉄
道
カ
ン
パ
ニ
ー
事
業
統
括
部

の
小
川
昌
夫
課
長
に
、
マ
ッ
プ
製
作
に
至
る
経
緯

日本民営鉄道協会は、「鉄道」と「まち」が理念を共有し、ともに発展していくことを目的として、
２００６年に提言「鉄道とまちづくりの連携」を発表、会員各社はさまざまなモデルプロジェクトを進行している。
その事業内容を紹介していく本コーナーの初回は、東京急行電鉄、京浜急行電鉄、相模鉄道の３社による

「横浜駅・点字マップ作成による 〝まちのプロモーション事業＂」を取り上げた。

協力　相模鉄道株式会社　文◉永田一周　撮影◉飯田典子

横浜駅・点字マップ作成による
〝まちのプロモーション事業＂

相模鉄道株式会社
鉄道カンパニー事業統括部
事業統括課長

小川昌夫
Masao OGAWA
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を
う
か
が
っ
た
。

「
少
子
化
・
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
鉄

道
の
利
用
者
は
少
し
ず
つ
減
少
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
鉄
道
整
備
の
方
向
性
は
従
来
と
大
き
く

変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま

え
て
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
で
は
『
都
市
鉄
道
整

備
問
題
研
究
会
』
を
設
置
し
、
今
後
の
鉄
道
と
ま

ち
の
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
事
例
研
究
や
政
策
提
言
な
ど
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
し
よ
う
と
立
ち
上
げ
た
の
が
、『
鉄

道
と
ま
ち
づ
く
り
の
連
携
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
」

協
会
各
社
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、
単

独
、
ま
た
は
数
社
共
同
で
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
「
横
浜
駅
・
点
字
マ
ッ
プ
作
成
に
よ
る
“
ま
ち

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
”」
が
企
画
さ
れ
た
。

「
営
業
エ
リ
ア
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
、
東

京
急
行
電
鉄
、
京
浜
急
行
電
鉄
、
相
模
鉄
道
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
り
、
２
０
０
６
年
度
に
ま
ず
３
社
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
」

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
横
浜
市
協
働
事
業
提

案
制
度
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
横
浜
市
と
市
民

団
体
「
横
濱
ジ
ェ
ン
ト
ル
タ
ウ
ン
倶
楽
部
」
が
、

点
字
と
触
地
図
の
技
法
を
導
入
し
て
、
横
浜
市
の

関
内
・
山
下
地
区
を
中
心
と
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
事
例
が
あ
っ
た
。
当
時
、
横

浜
市
の
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
委
員
」

を
し
て
い
た
小
川
課
長
は
そ
の
こ
と
を
知
り
、
同

様
の
こ
と
が
横
浜
駅
の
案
内
図
で
も
で
き
な
い

も
の
か
と
他
の
２
社
に
持
ち
か
け
、
こ
の
プ
ラ
ン

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

「
関
内
・
山
下
地
区
の
マ
ッ
プ
を
全
国
の
盲
学

校
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
横
浜
へ
の
修
学
旅
行
が
増
え
た
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
マ
ッ
プ
の
配
布
は
、
潜
在
需

要
の
掘
り
起
こ
し
、
ま
ち
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

も
つ
な
が
り
、
利
用
者
、
ま
ち
、
鉄
道
事
業
者
の

そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
事
業
だ
と
考
え

ま
し
た
」

行
政
・
市
民
と
一
体
の
協
働
事
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
行
政
と
の
協
働
事
業
が
前

提
の
た
め
、
横
浜
市
の
健
康
福
祉
局
に
提
案
し

た
と
こ
ろ
、
快
く
賛
同
し
て
も
ら
え
た
。
ま
た
、

関
内
・
山
下
地
区
の
マ
ッ
プ
作
成
に
尽
力
し
た

市
民
団
体
「
横
濱
ジ
ェ
ン
ト
ル
タ
ウ
ン
倶
楽
部
」

も
横
浜
市
の
仲
介
で
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
横
浜
高
速
鉄
道

や
、
車
い
す
使
用
者
、
視
覚
障
害
者
の
参
加
も
得

て
、
２
０
０
７
年
５
月
、「
横
浜
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
作
成
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。

横
浜
駅
の
よ
う
に
多
く
の
鉄
道
事
業
者
が
乗

り
入
れ
る
駅
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
独
自

に
利
用
者
へ
の
案
内
に
取
り
組
ん
で
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
駅
全
体
で
の
統
一
し
た
情
報
提
供
や

案
内
な
ど
が
不
十
分
な
面
も
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、「
重
層
化
・
複
雑
化
し
た
駅
構

造
に
よ
り
、
視
覚
障
害
者
の
み
な
ら
ず
、
利
用
者

全
般
か
ら
み
て
駅
構
造
の
把
握
が
困
難
」
と
い
う

最
も
大
き
な
問
題
点
の
ほ
か
、「
す
べ
て
の
経
路

が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
た
め
、
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
使
用
者
、
高
齢

者
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
が
難
し
い
」「
駅
施
設
と

商
業
施
設
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
時
間
帯

に
よ
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
が
異
な
る
」「
各
事

業
者
が
構
内
案
内
図
を
駅
構
内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い
る
も
の
の
、
エ
リ
ア
が
限

定
さ
れ
て
い
た
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
、
多

目
的
ト
イ
レ
、
触
知
案
内
板
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

施
設
の
表
示
や
、
傾
斜
路
の
表
示
が
不
十
分
」
と

い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を

目
指
す

そ
こ
で
、
事
業
者
の
垣
根
を

越
え
て
利
用
者
の
利
便
性
向
上

に
取
り
組
も
う
と
い
う
根
本
的

な
考
え
方
に
立
っ
て
、
委
員
会

で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
８
つ

の
マ
ッ
プ
作
成
コ
ン
セ
プ
ト
が

ま
と
ま
っ
た
。

①�

横
浜
駅
の
全
体
像
、
特
に
各

鉄
道
の
改
札
や
ホ
ー
ム
の
位

置
関
係
を
俯
瞰
的
に
捉
え
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

②�

乗
り
換
え
を
円
滑
に
す
る
た

め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
を

明
確
に
す
る
。

③�
健
常
者
、
視
覚
障
害
者
、
車

い
す
使
用
者
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

使
用
者
、
高
齢
者
な
ど
、
誰

に
で
も
わ
か
り
や
す
く
。

④�

カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
色

覚
障
害
者
へ
の
配
慮
）
も
意

識
す
る
。

1日 200万人の乗降客がある横浜駅。東西を結ぶ中央通路は常に多くの利用客が往来する。 横浜市健康福祉局の監修で設置されている
「エレベーター経由のりば案内」。
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⑤ 

昇
降
設
備
の
み
な
ら
ず
、多
目
的
ト
イ
レ
、
触

知
案
内
板
、
傾
斜
路
な
ど
の
情
報
も
網
羅
す
る
。

⑥ 
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
を
目
指
し
、
視
覚
障
害
者
と
そ
う
で

な
い
人
が
と
も
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑦
持
ち
歩
け
る
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
に
す
る
。

⑧ 

障
害
者
の
意
見
を
多
く
取
り
入
れ
て
、
よ
り
よ

い
マ
ッ
プ
に
す
る
た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
体
験
し
な
が
ら
の
検
証
会
）
を
実
施
す
る
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
作
成
中
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
検
証
を
行
う
た
め
、
実
際
に

視
覚
障
害
者
や
車
い
す
使
用
者
な
ど
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
マ
ッ
プ
を
手
に
し
な
が
ら
駅
構
内
・

周
辺
を
歩
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
回
実
施
。
参

加
者
の
指
摘
を
も
と
に
、
作
成
中
の
マ
ッ
プ
を
改

善
し
て
い
っ
た
。

「
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
す
べ
て
の
情
報
を
盛

り
込
む
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
か
な
り
デ
フ
ォ

ル
メ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
図
面
の
簡
素

化
、
点
字
情
報
の
絞
り
込
み
と
い
っ
た
点
で
、
折

り
合
い
を
つ
け
る
の
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
の
協
力
で
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
し

て
い
き
ま
し
た
」
と
小
川
課
長
は
話
す
。
特
に
、

コ
ン
セ
プ
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、
一
般
の
利
用
者

と
障
害
者
が
ひ
と
つ
の
マ
ッ
プ
を
と
も
に
使
用

で
き
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
と
い
う
。

「
目
の
不
自
由
な
方
だ
け
が
対
象
な
ら
、
点
字

や
触
地
図
だ
け
で
い
い
の
で
す
が
、
通
常
印
刷
の

案
内
図
の
上
に
点
字
や
触
地
図
を
施
す
こ
と
に

よ
り
、
ど
ん
な
人
で
も
こ
の
マ
ッ
プ
を
一
緒
に
使

え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
案
内
図
が
障
害

の
あ
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
仲
立
ち
役
に
な

り
、『
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
』
に
つ
な
が
る
こ
と

通常の印刷の他に触地図と点字が施された「横浜駅さわる地図 バリアフリーマップ」。
表紙・裏表紙 ( 上 ) と中面の見開き（右）。

無料で配布されているバリアフリーマップ
( 相模鉄道横浜駅で )。

マップのコンセプトを話し合う
作成委員会のメンバー。

視覚障害者や車いす使用者に意見を聞きながら、作成
中のマップを改善。

完成記念の「まち歩き」ワーク
ショップの様子。

横浜駅 さわる地図 ができるまで
作成前 作成中 完成後



横浜駅・点字マップ作成による 〝まちのプロモーション事業‘

――この事業に参加したきっかけは。
竹内　横浜市では 1997 年に制定した「横浜市福祉
のまちづくり条例」に基づき、1999 年に関内駅を中
心に半径約 500 ｍの範囲を都市拠点型重点推進地区
に指定し、ハード・ソフトの両面から事業を進めて
いました。その一環として、市民とともに「関内バリ
アフリーマップ・触知図」を作成し、事業終了後も、
事業に関わった市民団体との協働で「触る地図・横
浜バリアフリーマップ」を作成した実績がありました。
そこに、日本民営鉄道協会加盟３社から今回の提案
があったので、実績が活用できるうえに、市民のメ
リットにもつながると考え、協働事業に参加すること
になりました。
――横浜市はどのような役割をしたのですか。
堀　以前のマップ製作で積極的な活動をされた市民
団体「横濱ジェントルタウン倶楽部」に趣旨を説明
したうえで紹介するなど、各社と市民の仲介をしま
した。市民団体のメンバーにはコンサルタントをは
じめ、さまざまな職業、障害のある方がいるため、
実務とアイデアの両面でプラスになったと思います。
また、会議の場の提供をはじめ、これまで市民団体
との協働で培ったノウハウを提供し、市民・事業者・
行政連携の協働事業でより高い成果を目指しました。
――鉄道事業者の取り組みをどう評価していますか。
竹内　市民と行政の協働事業はよくありますが、今
回のケースは、これに事業者も加わった協働事業で
あり、貴重な事例だと思います。事業内容も市民の
福祉やまちの健全な発展に結びつくもので、たいへ
ん意義のあるものだと評価しています。
堀　今回のような事例が、さまざまな形でさらに広
がっていくことを期待しています。行政や市民だけ
では、機動力や予算などの面で限界があります。そ
こに鉄道事業者の方々が参画することで、実現性が
ぐっと増すと思います。横浜市としては、今後とも
このような事業を積極的に支援していく方針です。

行政も事業の
意義・成果を評価

「横浜駅バリアフリーマップ作成委員会」のメンバー
として、この事業をバックアップした横浜市健康福
祉局では、この取り組みをどのようにみているのか。
同局地域福祉保健部福祉保健課の竹内隆課長と堀雅
史さんに話を伺った。

横浜市健康福祉局地域福祉保健部
福祉保健課　課長

竹内 隆氏

横浜市健康福祉局地域福祉保健部
福祉保健課

堀 雅史氏
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を
目
指
し
ま
し
た
」

「
ま
ち
歩
き
」
で
駅
へ
の
理
解
促
進

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
Ａ
４
判
４
頁

の
駅
案
内
図
「
横
浜
駅
さ
わ
る
地
図 

バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
」
だ
。
１
頁
に
は
横
浜
駅
俯
瞰
図
、

２
頁
～
３
頁
の
見
開
き
に
横
浜
駅
構
内
図
、
４
頁

に
周
囲
の
ビ
ル
も
含
め
た
横
浜
駅
広
域
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
１
頁
と
４
頁
の
見
開
き

で
は
重
層
化
し
て
い
る
駅
を
案
内
す
る
た
め
の

横
浜
駅
断
面
図
が
載
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
頁
に

点
字
が
印
刷
さ
れ
、
構
内
図
と
広
域
図
に
は
触
地

図
も
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

初
版
は
７
０
０
０
部
。
東
京
急
行
電
鉄
、
京
浜

急
行
電
鉄
、
相
模
鉄
道
の
３
社
が
横
浜
駅
構
内
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
用
カ
タ
ロ
グ
ス
タ
ン
ド
等
に
配

置
す
る
ほ
か
、
横
浜
市
や
横
濱
ジ
ェ
ン
ト
ル
タ
ウ

ン
倶
楽
部
が
市
役
所
や
区
役
所
、
障
害
者
団
体
に

配
布
、
配
置
し
た
。

４
月
８
日
に
は
、
完
成
記
念
の
「
ま
ち
歩
き
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
障
害
者
ら
50
名
が
参

加
し
、
５
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
マ
ッ
プ
を
手
に
し

な
が
ら
１
時
間
ほ
ど
駅
構
内
と
周
辺
を
歩
き
、
意

見
を
交
え
な
が
ら
マ
ッ
プ
と
横
浜
駅
へ
の
理
解

促
進
が
図
ら
れ
た
。

「
ま
ち
歩
き
」
の
参
加
者
や
、
マ
ッ
プ
を
手
に

取
っ
た
利
用
者
か
ら
は
、「
と
て
も
わ
か
り
や
す

い
」
と
評
価
す
る
声
が
多
く
、
視
覚
障
害
者
か
ら

「
こ
の
マ
ッ
プ
の
お
か
げ
で
頭
の
中
で
横
浜
駅

の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

声
も
あ
っ
た
。

一
方
で
、「
せ
っ
か
く
作
っ
た
の
だ
か
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
な
ど
を
ア
ッ
プ
し
て
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」「
点

字
に
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
障
害
者
の
た
め
に

も
工
夫
が
必
要
」「
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
わ
か
り

や
す
く
表
示
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
や
要
望

も
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
委
員

会
関
係
者
か
ら
は
「
行
政
（
横
浜
市
）、
鉄
道
事

業
者
、障
害
者
の
相
互
理
解
が
促
進
さ
れ
た
」「
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
、
他
の
諸
問
題
解
決

へ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ
た
」「
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
者
の
生
の
意
見
、
考
え
方
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
『
人
に
や
さ
し
い
鉄
道
』
の
実
現

の
た
め
に
大
い
に
役
立
っ
た
」「
こ
の
経
験
・
実

績
に
よ
り
、
他
の
駅
、
他
の
事
業
者
な
ど
へ
も
同

様
の
マ
ッ
プ
作
成
へ
の
広
が
り
が
期
待
で
き
る
」

「
積
極
的
な
配
布
や
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の

『
バ
リ
ア
フ
ル
な
（
障
壁
の
多
い
）
横
浜
駅
』
と

い
っ
た
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
鉄
道
利
用
促

進
、
ま
ち
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
」
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
た
。

マ
ッ
プ
の
製
作
費
用
は
、
コ
ン
サ
ル
・
デ
ザ
イ

ン
費
、
印
刷
費
の
合
計
で
約
４
０
０
万
円
。
こ
れ

を
東
京
急
行
電
鉄
、
京
浜
急
行
電
鉄
、
相
模
鉄
道

の
３
社
か
ら
の
各
１
０
０
万
円
と
日
本
民
営
鉄

道
協
会
か
ら
の
共
同
事
業
支
援
費
１
０
０
万
円

で
賄
っ
た
と
い
う
。

企
業
の
社
会
貢
献
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
重
要
性
が
ま

す
ま
す
問
わ
れ
て
い
る
中
で
、
鉄
道
事
業
者
は
、

沿
線
の
市
民
や
行
政
と
協
働
・
連
携
し
、
相
互
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

内
容
や
事
業
規
模
は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
み

ら
れ
る
基
本
理
念
は
共
通
の
も
の
だ
。

「
費
用
や
手
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上

に
得
た
も
の
が
多
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は

成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
小
川
課
長
。
こ
れ

か
ら
は
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
見
直
し
、
改
良
を
重
ね
て
い
く
予
定
だ

と
い
う
。
ま
た
、障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
の
利
用
客
に
も
好
評
な
こ
と
か
ら
、
点
字
や

触
地
図
を
省
い
た
「
Ｐ
Ｒ
版
」
の
製
作
な
ど
も
計

画
し
て
い
る
。



　

何
度
か
引
っ
越
し
は
し
た
が
、
生
ま
れ
て
か

ら
い
ま
ま
で
ず
っ
と
、
小
田
急
線
沿
線
に
住
ん

で
い
る
。「
電
車
」
と
言
わ
れ
れ
ば
車
体
に
青

い
ラ
イ
ン
が
入
っ
た
小
田
急
線
が
思
い
浮
か
ぶ

し
、「
特
急
」
と
言
わ
れ
れ
ば
「
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
」

で
決
ま
り
だ
。

　

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
で
車
内
販
売
し
て
い
る
レ
モ

ン
ス
カ
ッ
シ
ュ
ほ
ど
、
お
い
し
い
飲
み
物
は
な

い
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
そ
う
思
っ
て
い
た
。
銀

の
台
座
と
取
っ
手
が
つ
い
た
、
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ

プ
。
爽
や
か
な
甘
さ
の
薄
黄
色
の
液
体
は
、
小

田
原
の
祖
母
の
家
に
行
く
と
き
だ
け
味
わ
え

る
、
特
別
な
も
の
だ
っ
た
。

　

新
宿
か
ら
小
田
原
ま
で
は
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

に
乗
る
と
あ
っ
と
い
う
ま
だ
。「
車
内
販
売
の

お
姉
さ
ん
、
早
く
来
て
！
」
と
気
を
揉
ん
だ
。

　

注
文
し
た
レ
モ
ン
ス
カ
ッ
シ
ュ
が
座
席
の

テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
て
も
、
ま
だ
安
心
は
で
き

な
い
。
は
た
し
て
小
田
原
到
着
ま
で
に
、
レ
モ

ン
ス
カ
ッ
シ
ュ
を
全
部
飲
み
干
せ
る
か
。
お
い

し
い
か
ら
大
事
に
味
わ
い
た
い
の
に
、
時
間
と

も
戦
わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。で
も
炭
酸
な
の
で
、

そ
ん
な
に
ゴ
ク
ゴ
ク
と
は
飲
め
な
い
。
あ
あ
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
。

　

子
ど
も
時
代
の
私
は
い
つ
も
、
う
れ
し
い
悩

み
に
身
も
だ
え
し
つ
つ
、
レ
モ
ン
ス
カ
ッ
シ
ュ

に
挑
ん
で
い
た
。
ス
リ
ル
と
ジ
レ
ン
マ
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
で
飲
む
レ
モ
ン

ス
カ
ッ
シ
ュ
は
、
一
層
の
輝
き
と
旨
味
を
帯
び

た
の
だ
ろ
う
。

　

レ
モ
ン
ス
カ
ッ
シ
ュ
に
ば
か
り
夢
中
に
な
っ

て
も
い
ら
れ
な
い
の
が
、ま
た
悩
ま
し
か
っ
た
。

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
が
多
摩
川
を
渡
る
と
き
の
車
窓

の
風
景
は
、
絶
対
に
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　

心
な
し
か
速
度
を
ゆ
る
め
、
車
体
が
鉄
橋
を

渡
っ
て
い
く
。
線
路
か
ら
伝
わ
る
響
き
が
変
わ

り
、
空
が
拓
け
る
。
家
々
の
窓
と
屋
根
が
ど
こ

ま
で
も
連
な
り
、
そ
の
さ
き
に
は
遠
く
丹
沢
の

山
並
み
が
見
え
る
。
天
気
が
い
い
と
、
富
士
山

が
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。
窓
に
額
を
く
っ
つ
け

る
よ
う
に
し
て
覗
き
こ
め
ば
、
眼
下
に
は
ゆ
っ

た
り
と
光
っ
て
流
れ
る
水
。

　
「
旅
」
の
切
な
さ
と
高
揚
感
を
、
は
じ
め
て

私
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
だ
。

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
は

た
ま
に
特
急
料
金
を
奮
発
し
て
利
用
す
る
「
仕

事
の
足
」と
な
っ
た
。
レ
モ
ン
ス
カ
ッ
シ
ュ
も
、

そ
う
い
え
ば
最
近
見
か
け
な
い
気
が
す
る
。

　

だ
が
、
仕
事
の
段
取
り
を
考
え
な
が
ら
新
宿

に
向
か
っ
て
い
て
も
、「
や
れ
や
れ
、
一
日
が

終
わ
っ
た
」
と
ぐ
っ
た
り
し
な
が
ら
家
を
目
指

し
て
い
て
も
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
に
乗
っ
て
多
摩

川
の
鉄
橋
に
差
し
か
か
っ
た
と
た
ん
、
旅
の
途

中
で
あ
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。
記
憶
の
な

か
の
レ
モ
ン
ス
カ
ッ
シ
ュ
の
味
と
と
も
に
、
子

ど
も
の
こ
ろ
に
感
じ
た
切
な
さ
と
高
揚
が
よ
み

が
え
る
。

　

あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
、
と
私
は
思
う
。
ロ
マ

ン
ス
カ
ー
は
「
仕
事
の
足
」
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。

か
つ
て
は
箱
根
へ
の
新
婚
旅
行
客
を
乗
せ
、
い

ま
は
多
く
の
通
勤
客
を
乗
せ
、
で
も
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
は
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
、
小
田
急
線
の
線
路

を
旅
し
つ
づ
け
て
い
る
の
だ
。

　

川
を
渡
り
、
こ
こ
で
は
な
い
ど
こ
か
へ
、
だ

れ
か
の
住
む
町
へ
、
旅
す
る
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
が

い
つ
も
私
た
ち
を
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
。
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こ
の
映
画
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
新
進
気
鋭
の
監
督
ニ
コ
ラ
ス
・
ト
ゥ
オ
ッ
ツ
ォ
の
最

初
の
長
編
劇
映
画
作
品
で
、
二
〇
〇
四
年
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
ま
で
紹
介
し

た
鉄
道
映
画
と
は
異
な
り
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
四
月
末
現
在
日
本
で
公
開
中
の
正

真
正
銘
の
鉄
道
映
画
最
新
作
で
あ
る
。

日
本
で
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
映
画
と
い
う
と
八
〇
年
代
後
半
の
「
タ
ン
ゴ　

ガ
ル
デ
ル

の
亡
命
」
な
ど
、
七
〇
年
代
後
半
の
同
国
軍
事
独
裁
政
権
に
よ
る
弾
圧
を
背
景
に
し
た

映
画
等
が
公
開
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
わ
ず
か
に
公
開
さ
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
映
画
は
、
筆
者
の
観
た
限
り
で
は
、
い
ず
れ
も
完
成
度
が
か
な
り
高
か
っ
た
よ
う
に
記

憶
し
て
い
る
。
一
方
こ
の
映
画
は
、前
回
紹
介
し
た
「
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
と
ほ
ぼ
同
じ
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
完
成
度
が
高
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
魅
力

的
な
作
品
で
あ
る
。

九
〇
年
代
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
同
様
、
国
鉄
が
民
営
分
割
さ
れ
、
九
万
人

の
労
働
者
が
失
業
し
、
地
方
路
線
は
廃
線
の
憂
き
目
に
あ
う
。
そ
の
よ
う
な
路
線
を
抱

え
た
地
方
都
市
の
鉄
道
労
働
者
と
そ
の
家
族
に
つ
い
て
物
語
が
展
開
す
る
。
廃
線
に
よ

「今夜、列車は走る」

南米アルゼンチンの
誇り高き鉄道員とその家族の物語。

1946 年東京生まれ、69 年東大経済卒、
同年運輸省入省、人事課長、運輸審議
官等を経て、2002 年 8 月国土交通審議
官を退官。現在は財団法人運輸政策研
究機構・会長を務める。フィルム･コミッ
ション（FC）への取り組みなど、映画へ深
い情熱を注ぐ。

文・羽生次郎
text by  Jiro HANYU

21鉄道と映画

Próxima Salida

り
生
き
る
希
望
を
無
く
し
自
殺
し
た
鉄
道
員
の
息
子
は
、
父
の
遺
書
を
読

み
な
が
ら
、
友
人
た
ち
と
再
起
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
。
一
方
失
業
し
た

鉄
道
員
た
ち
は
、
誇
り
に
し
て
い
た
仕
事
を
失
う
の
み
な
ら
ず
、
家
族
と

も
ど
も
生
活
の
維
持
に
苦
闘
す
る
。
と
う
と
う
一
部
は
、自
暴
自
棄
に
な
り
、

近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
強
盗
と
し
て
押
し
入
る
。
彼
ら
は
、
当
然
警
察
に
包

囲
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
、
若
者
た
ち
が
動
き
出
す
。

鉄
道
員
た
ち
の
失
業
に
よ
る
悲
惨
さ
は
、
ケ
ン
・
ロ
ー
チ
を
思
わ
せ
る

リ
ア
ル
さ
で
丁
寧
に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
新
進
気
鋭
の
監
督
の
力
量
が

相
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、
未
来
の
世
代
へ
の
希

望
の
表
明
の
た
め
、
結
末
に
明
る
さ
を
持
た
せ
る
と
い
う
監
督
の
意
図
も

十
分
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
問
題
は
、
そ
の
肝
心
の
ラ
ス
ト
が
観
客
に

少
し
甘
い
と
見
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
失
業
し
た

鉄
道
員
た
ち
の
悲
惨
さ
と
い
う
背
景
は
、
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
若

者
が
行
動
に
移
す
に
至
る
過
程
が
十
分
描
け
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
思

う
。
邦
題
か
ら
も
類
推
さ
れ
る
と
お
り
、
映
画
の
ラ
ス
ト
で
は
鉄
道
員
の

息
子
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、
列
車
を
再
び
走
ら
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

行
動
に
至
る
ま
で
の
彼
等
の
心
の
葛
藤
や
周
囲
と
の
軋
轢
が
十
分
描
き
き

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
来
よ
り
感
動
的
で
あ
る
べ
き
、
ラ

ス
ト
が
平
板
で
甘
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

映
画
に
出
て
く
る
列
車
は
、
か
な
り
古
い
モ
デ
ル
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

車
で
あ
り
、
修
理
工
場
は
、
こ
れ
も
手
工
業
型
の
も
の
で
あ
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
紹
介
し
て
き
た
欧
米
の
鉄
道
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
す
る
た
め
、
こ

の
鉄
道
な
ら
廃
線
も
止
む
を
得
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、

見
方
を
変
え
れ
ば
、
人
間
臭
い
鉄
道
で
あ
り
、
切
り
捨
て
ら
れ
た
と
き
痛

み
が
残
る
よ
う
な
鉄
道
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
筆
者
は
、
二
十
数
年
前
日

本
の
国
鉄
民
営
化
の
折
、
地
方
不
採
算
線
の
廃
止
の
た
め
地
方
を
回
っ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
は
需
要
が
な
い
路
線
を
維
持
し
ろ
と
い
う
の
は
余

り
に
理
不
尽
と
考
え
て
い
た
が
、
鉄
道
員
や
地
方
の
利
用
者
に
と
っ
て
は
、

地
方
鉄
道
路
線
は
理
屈
を
超
え
た
愛
着
を
覚
え
る
存
在
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
欠
点
は
あ
る
が
「
今
夜
、
列
車
は
走
る
」
は
、
見
る
価
値
の
あ
る
映

画
で
あ
る
。

「今夜、列車は走る」
渋谷アップリンク	初夏上映予定
下高井戸シネマ	 ８月２日（土）〜８月  ８日（金）
京都シネマ	 8 月 9 日（土）〜 8 月 22 日（金）
公式サイト	 http://www.action-inc.co.jp/salida



MINTETSU SUMMER 2008 28

民鉄 　紀行 京浜急行電鉄
空港線［京急蒲田～羽田空港］
大師線［京急川崎～小島新田］

旅
で
大
切
な
の
は
、
わ
く
わ
く
感
だ
。

毎
日
の
た
い
く
つ
な
暮
ら
し
か
ら
少
し
だ
け
抜
け
出

し
て
、
非
日
常
の
と
き
め
き
を
味
わ
い
た
い
。

そ
ん
な
願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
の
が
、
京
急
の
空

港
線
と
大
師
線
で
あ
る
。

京
急
は
現
在
、
東
京
都
心
か
ら
三
浦
半
島
に
い
た
る

本
線
と
、
空
港
線
、
大
師
線
、
逗
子
線
、
久
里
浜
線
の

５
路
線
を
走
ら
せ
て
い
る
。

空
港
線
は
「
京
急
蒲
田
」
か
ら
「
羽
田
空
港
」
ま
で

を
結
び
、「
品
川
」
か
ら
快
特
を
使
う
と
羽
田
空
港
ま
で

最
速
14
分
で
行
け
る
便
利
さ
が
評
判
を
よ
ん
で
い
る
。

　
赤
い
鳥
居
が
シ
ン
ボ
ル
の
稲
荷
の
町

京
急
蒲
田
か
ら
空
港
線
に
乗
り
、
最
初
に
降
り
た
の

は
「
穴
守
稲
荷
」
駅
だ
。

駅
前
で
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
赤
い
鳥
居
と
町
の
マ

ス
コ
ッ
ト
の
キ
ツ
ネ
像
「
コ
ン
ち
ゃ
ん
」。

そ
う
、
こ
こ
は
「
稲
荷
の
町
」
な
の
で
、
赤
い
鳥
居

と
キ
ツ
ネ
が
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
あ
り
き
た
り

の
駅
前
と
は
ち
が
う
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
風
景
が
お

も
し
ろ
い
。

駅
か
ら
３
分
ほ
ど
歩
き
「
穴
守
稲
荷
神
社
」
に
着
く
。

江
戸
時
代
、海
に
近
い
羽
田
一
帯
は
、
激
し
い
波
風
に

よ
り
堤
防
が
壊
れ
る
被
害
が
大
き
く
、海
上
の
波
浪
を
鎮

め
る
た
め
に
稲
荷
大
神
を
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

本
殿
前
の
キ
ツ
ネ
像
は
、
駅
前
の
か
わ
い
い
コ
ン

ち
ゃ
ん
と
は
ち
が
っ
て
目
つ
き
が
鋭
い
。
堂
々
と
し
た

風
格
で
「
お
稲
荷
さ
ま
の
使
い
」
と
し
て
神
社
を
ま
も
っ

て
い
る
。

「
家
内
安
全
」「
交
通
安
全
」「
心
願
成
就
」「
商
売
繁
盛
」

の
ご
利
益
が
あ
り
、
地
元
の
人
だ
け
で
は
な
く
空
の
旅

を
す
る
人
た
ち
の
信
仰
を
集
め
る
。

穴
守
周
辺
の
７
つ
の
神
社
は
「
羽
田
七
福
い
な
り
」

と
よ
ば
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
利
益
が
あ
る
神
社
を
「
い

な
り
め
ぐ
り
」
で
ま
わ
る
の
も
楽
し
そ
う
だ
。

近
く
の
「
白
魚
稲
荷
神
社
」
は
無
病
息
災
の
ご
利
益

が
あ
る
。
お
参
り
し
て
橋
を
わ
た
る
と
、
多
摩
川
と
空

港
を
背
に
赤
が
映
え
る
大
鳥
居
が
見
え
る
。
シ
ュ
ー

ル
で
神
々
し
い
光
景
だ
が
、
こ
れ
は
羽
田
空
港
の
拡
張

に
よ
り
99
年
か
ら
こ
の
地
に
移
さ
れ
た
、
元
の
穴
守
稲

荷
の
大
鳥
居
で
あ
る
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
の
羽
田
空
港

　「
天
空
橋
」
駅
か
ら
京
急
に
乗
る
と
、
隣
が
「
羽
田

空
港
」
駅
で
、
駅
の
ホ
ー
ム
は
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

の
地
下
へ
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
。

最
近
の
羽
田
空
港
は
、
飛
行
機
を
利
用
す
る
人
だ

け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
。　

空
港
ビ
ル
に
は
流
行
の
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が

た
く
さ
ん
入
っ
て
お
り
、
買
い
物
や
グ
ル
メ
が
楽
し
め

る
。
ア
ー
ト
作
品
も
飾
ら
れ
て
い
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
雰

囲
気
も
味
わ
え
る
。

し
か
し
空
港
内
で
１
番
人
気
が
あ
る
場
所
と
い
え

ば
、
や
は
り
滑
走
路
を
眺
め
ら
れ
る
展
望
デ
ッ
キ
で
あ

ろ
う
。　

次
々
と
目
の
前
で
大
空
へ
飛
び
立
つ
飛
行
機
に
は
、

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
大
人
も
夢
中
に
な
っ
て
し
ま

空港線の各駅停車で楽しむ羽田散策。

京浜急行のルーツである大師線、空港アクセスの便利さで人気の空港線。
大師線は4.5㎞、空港線も6.5㎞の短い路線だが、
「駅」からはじまるそれぞれの町には、楽しさと親しみがつきない。

連載
27
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民鉄 　紀行
う
。
ず
っ
と
見
て
い
て
も
見
飽
き
ず
、
時
間
が
た
つ
の

を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
。

デ
ッ
キ
は
夜
10
時
ま
で
開
い
て
い
る
の
で
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
エ
ア
ポ
ー
ト
の
夜
景
や
星
空
へ
の
夜
間
飛
行

を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

厄
除
け
と
い
え
ば
川
崎
大
師

京
急
本
線
に
戻
り
、「
京
急
川
崎
」
駅
へ
向
か
っ
た
。

「
京
急
川
崎
」
駅
か
ら
「
小
島
新
田
」
駅
を
結
ぶ
大

師
線
の
歴
史
は
ふ
る
く
、
明
治
32
年
、
関
東
で
は
最
も

古
い
鉄
道
の
「
大
師
電
気
鉄
道
」
が
六
郷
橋
か
ら
川
崎

大
師
の
間
を
結
ん
だ
。
京
急
は
そ
れ
を
前
身
に
発
展
し

た
の
で
大
師
線
は
い
わ
ば
京
急
の
ル
ー
ツ
だ
。　

大
師
線
に
乗
り
、「
川
崎
大
師
」
駅
で
降
り
た
。

厄
除
け
で
有
名
な
川
崎
大
師
。

お
正
月
の
初
詣
客
の
多
さ
は
全
国
で
も
有
数
で
あ
る
。

赤
い
ダ
ル
マ
、
お
餅
、
ア
メ
な
ど
を
売
る
店
が
並
ぶ

表
参
道
、
仲
見
世
通
り
を
す
す
む
だ
け
で
晴
れ
や
か
で

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
る
。

立
派
な
大
山
門
を
く
ぐ
る
と
、
護
摩
が
焚
か
れ
る
煙

の
向
こ
う
に
大
本
堂
の
姿
が
そ
び
え
立
つ
。
荘
厳
で
あ

る
が
、
境
内
全
体
の
空
気
は
穏
や
か
だ
。

平
安
時
代
に
こ
の
川
崎
の
地
で
無
実
の
罪
の
た
め
に

不
遇
に
暮
ら
し
て
い
た
武
士
が
、
夢
枕
に
立
っ
た
高
僧

の
お
告
げ
に
従
い
、
海
中
で
拾
っ
た
弘
法
大
師
像
の
供

養
を
し
た
の
が
寺
の
縁
起
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
武
士

が
ち
ょ
う
ど
42
歳
の
厄
年
で
あ
っ
た
た
め
、
今
で
も
川

崎
大
師
は
「
男
42
歳
の
厄
除
け
」
に
特
に
ご
利
益
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

め
ず
ら
し
い
中
国
式
庭
園
を
堪
能

続
い
て
向
か
っ
た
の
は
寺
の
南
側
に
あ
る
大
師
公
園

内
の
中
国
式
庭
園
「
瀋
秀
園
」
だ
。

川
崎
の
友
好
都
市
・
中
国
の
瀋
陽
の
協
力
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
日
本
で
最
大
ク
ラ
ス
の
中
国
式
庭
園
で
あ

る
。「

瀋
秀
園
」の「
瀋
」は
瀋
陽
の
瀋
、「
秀
」は「
美
し
い
」

の
意
味
で
、
色
あ
ざ
や
か
な
庭
だ
。

牡
丹
や
つ
つ
じ
の
赤
む
ら
さ
き
の
花
が
咲
き
、
中
央

の
池
を
か
こ
む
よ
う
に
黄
色
の
瑠
璃
瓦
の
屋
根
と
白
い

壁
の
回
廊
が
あ
る
。
朱
塗
り
の
柱
、
池
に
流
れ
込
む
滝
、

４
つ
の
楼
閣
、
大
き
な
太
湖
石
な
ど
。

日
本
に
い
な
が
ら
に
し
て
、
明
や
清
時
代
の
庭
園
の

世
界
へ
誘
っ
て
く
れ
る
め
ず
ら
し
い
空
間
だ
。

そ
し
て
旅
の
し
め
に
訪
れ
た
の
は
藤
崎
小
学
校
。

校
庭
に
「
太
陽
の
塔
」
で
知
ら
れ
る
岡
本
太
郎
さ
ん

作
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
あ
り
、
職
員
室
に
声
を
か
け
れ
ば

一
般
の
人
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

題
名
は
「
喜
び
」。
丸
い
地
球
に
乗
っ
た
子
ど
も
が

嬉
し
そ
う
に
天
に
む
け
て
両
手
で
リ
ボ
ン
を
か
か
げ
る

姿
。
学
校
の
方
は
「
こ
の
子
は
﹃
喜
び
﹄
の
﹃
喜
﹄
の

漢
字
の
カ
タ
チ
を
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
教
え
て
く
れ

た
。
な
る
ほ
ど
、
お
も
し
ろ
い
。

元
気
に
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
の
姿
か
ら
は
、
作
者
自
身

の
純
粋
な
気
持
ち
と
喜
び
の
力
が
わ
き
で
て
い
る
。　

人
は
誰
で
も
夢
中
に
な
っ
た
り
、
わ
く
わ
く
す
る
時

に
は
、
純
粋
な
心
に
な
る
。
京
急
の
空
港
線
と
大
師
線

に
乗
る
小
さ
な
旅
は
、
非
日
常
の
楽
し
さ
に
あ
ち
こ
ち

で
出
会
う
喜
び
に
満
ち
た
旅
で
あ
っ
た
。

川崎大師を参拝し周辺をめぐる。

文・写真　田中ひろみ（脚本家）

text and photographs by Hiromi TANAKA
1959 年東京都生まれ。早稲田大学教育学部卒業後、カネボウ宣伝部を経て、脚本家デビュー。

土曜ワイド劇場「法医歯科学の女」など多数。
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目
黒
蒲
田
電
鉄
・
東
京
横
浜
電
鉄
は
、

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
（
東
急
電
鉄
）

の
前
身
の
ひ
と
つ
。

　

秀
麗
な
富
士
山
と
田
園
の
近
代
的
な
文

化
住
宅
の
家
々
を
背
景
に
、
春
の
摘
み
草

に
興
じ
る
母
娘
を
描
い
た
初
三
郎
の
表
紙

絵
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
田
園
都
市
を

視
察
し
、
日
本
で
そ
の
実
現
を
夢
想
し
た

渋
沢
栄
一
の
意
向
が
滲
み
出
て
い
る
。

　

渋
沢
は
非
営
利
の
事
業
と
し
て
設
立

し
た
田
園
都
市
株
式
会
社
を
興
し
て
い
る

が
、
大
正
十
一
年
九
月
、
鉄
道
部
門
を
分

離
し
て
設
立
し
た
目
黒
蒲
田
電
鉄
が
鉄
道

史
の
始
ま
り
だ
。
そ
の
経
営
に
参
画
し
た

五
島
慶
太
が
意
図
し
た
の
は
、
東
京
都
心

に
通
う
勤
労
者
に
向
け
た
「
田
園
都
市
開

発
の
一
環
と
し
て
の
鉄
道
事
業
」構
想
だ
っ

た
。

　

初
三
郎
得
意
の
最
短
経
路
で
イ
メ
ー
ジ

表
現
し
、
大
正
十
二
年
三
月
に
開
業
し
た

目
黒
～
丸
子
多
摩
川
（
現
多
摩
川
）
～
蒲

田
間
と
、
大
正
十
五
年
二
月
に
開
業
し
た

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。近著に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（2006 年）がある。
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目
黒
蒲
田
電
鉄
東
京
横
浜
電
鉄

沿
線
名
所
案
内



『目黒蒲田電鉄東京横浜電鉄沿線名所案内
［目黒蒲田東京横浜電鉄沿線案内鳥瞰図］』
（大正15（1926）年）
図絵と一体化した表紙部分の中央には、渋沢栄一・五島慶太の田園都
市構想の守護神であるかのように富士山が聳え立つ。

31 MINTETSU SUMMER 2008

丸
子
多
摩
川
～
神
奈
川
（
現
東
急
東
横
線

の
一
部
）
間
の
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
赤

い
破
線
の
予
定
線―

―

神
奈
川
～
横
浜
、

丸
子
多
摩
川
～
祐
天
寺
～
渋
谷
～
新
宿
、

渋
谷
～
日
比
谷
、
祐
天
寺
～
二
ノ
橋
、
神

奈
川
～
黄
金
町
な
ど
の
戦
略
路
線
を
描
き

込
ん
で
い
る
の
は
頼
も
し
い
。

　

図
柄
中
、
各
地
に
多
数
散
在
す
る
田
園

都
市
構
想
の
第
一
弾
と
し
て
の
「
田
園
調

布
」
は
、
放
射
状
街
路
を
も
つ
高
級
住
宅

地
と
モ
ダ
ン
駅
舎
の
立
つ
計
画
都
市
と
し

て
完
成
。
そ
の
後
は
田
園
都
市
線
全
線
開

通
（
一
九
八
四
年
）
の
実
現
へ
と
続
く
。

　

そ
の
意
味
で
初
三
郎
の
筆
致
は
、
五
島

慶
太
一
流
の
、
箱
根
、
伊
豆
、
三
浦
半
島

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
意
識
し
た「
大

東
急
」
へ
の
萌
芽
を
汲
み
取
っ
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
大
正
十
五
年
新
春
、
こ
の
鳥
瞰

図
絵
作
品
に
寄
せ
た
「
絵
に
添
へ
て
一
筆
」

（
初
三
郎
識
）
に
言
及
し
て
み
よ
う
。

　
「
帝
都
遥
る
か
に
秀
麗
富
士
の
雄
姿
を

仰
げ
る
者
、
誰
か
ま
た
嘆
賞
の
辞
を
惜お
し

ま

ざ
ら
む
や
。
富
士
こ
そ
、
我
等
日
本
人
の

精
華
を
誇
る
象
徴
に
し
て
、
今
や
目
黒
蒲

田
電
鉄
は
東
京
横
浜
電
鉄
と
連
絡
し
、
此

の
壮
厳
雄
大
な
る
風
光
美
を
背
景
と
し

て
、
近
代
文
化
の
粋
を
集
め
た
る
田
園
都

市
の
新
興
と
相
結
び
、
東
京
横
浜
間
、
最

捷
経
の
交
通
を
完
成
せ
る
事
、
実
に
限
り

な
き
欣き
ん

快か
い

事じ

で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社

Tokyu C
orporation

創
立
：
大
正
11
年
９
月
２
日

本
社
：
東
京
都
渋
谷
区
南
平
台
町
５
│

６

東急電鉄は、鉄道 7 路線と軌道 1 路線
の計 8 路線、営業キロ 100.1㎞で営業。
2006 年度の輸送人員は民鉄として初
めて 10 億人を超え、1 日当たりの換
算では 279 万人の利用者数を誇る。東
急電鉄を中核とする東急グループのグ
ループスローガンは「美しい時代へ」。
美しい生活環境の創造を自らの事業目
的とし、東急沿線が「選ばれる沿線」
であり続けるために、交通・不動産・
リテールの 3 つのコア事業の連携によ
り相乗効果を発揮、さらなる沿線価値
の向上を目指している。

美しい生活環境を
創造する

菊名

横浜

至小田原

中央林間

長津田

た
ま
プ
ラ
ー
ザ

日吉

蒲田
武蔵小杉

溝の口

二子玉川

渋谷

目黒
五
反
田

大
井
町

等々力多
摩
川

下高井戸 三
軒
茶
屋

自
由
が
丘

大
岡
山

旗の台
田園調布

田
園
都
市
線

大
井
町
線

世
田
谷
線

目
黒
線

東
横
線

東
急
多
摩
川
線

池
上
線

東京急行電鉄株式会社 路線図



古
紙
配
合
率
70
％
・
白
色
度
70
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◉
発
行
所
／
社
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法
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日
本
民
営
鉄
道
協
会
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東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
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目
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地
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号

	
TEL
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FAX
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◉
発
行
人
／
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社
）
日
本
民
営
鉄
道
協
会
広
報
委
員
会

◉
企
画
編
集
／
（
社
）
日
本
民
営
鉄
道
協
会
広
報
部
会
（
東
武
鉄
道
、
西
武
鉄
道
、
京
成
電
鉄
、
京
王
電
鉄
、

	

小
田
急
電
鉄
、東
京
急
行
電
鉄
、京
浜
急
行
電
鉄
、東
京
地
下
鉄
、相
模
鉄
道
、
名
古
屋
鉄
道
、

	

近
畿
日
本
鉄
道
、
南
海
電
気
鉄
道
、
京
阪
電
気
鉄
道
、
阪
急
電
鉄
、
阪
神
電
気
鉄
道
、

	

西
日
本
鉄
道
）

◉
企
画
編
集
協
力
／
時
事
通
信
出
版
局
「
み
ん
て
つ
」
編
集
室

◉
写　
　

真
／
織
本
知
之
／
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ａ

◉
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
／
浜
田
修
司
／
大
島
恵
里
子

◉
印　
　

刷
／
大
日
本
印
刷
株
式
会
社

夏
号
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2008

※
本
誌
の
記
事
、
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ロ
ゴ
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。
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